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はじめに
この度はAterm WARPSTAR（エーターム ワープスター）シリーズをお買い上げい
ただきまことにありがとうございます。
AtermWR9500N（以下、無線LAN親機と呼びます）は、IEEE802.11n、IEEE802.11a、
IEEE802.11b、IEEE802.11gの無線 LAN規格に準拠したワイヤレスブロードバン
ドルータです。また、無線 LAN子機としてご使用いただくこともできます。
本商品のマニュアルでは、本商品の設置・接続のしかたからさまざまな機能における操
作・設定方法、困ったときの対処方法まで、本商品を使いこなすために必要な事項を説
明しています。

■ マニュアル構成
本商品のマニュアルは下記のように構成されています。ご利用の目的に合わせてお読み
ください。

（HTMLファイル）
取扱説明書には記載されていない本商品のより詳細な機能について解
説しています。
「　機能詳細ガイド」はWebサイトに掲載されています。下記URL
からご覧ください。
AtermStation（http://121ware.com/aterm/）より、［サポートデ
スク］－［機能詳細ガイド］を選択してください。

本商品の機能についての説明書です。

つなぎかたガイド（小冊子）
基本的な接続パターンを例にインターネットが使えるようになる
までの接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。

取扱説明書＜基本編＞（冊子）
本商品の設置・接続までに必要な基本事項についての説明書です。

取扱説明書＜機能編＞（本書）

 機能詳細ガイド

● ご注意
（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載･無断複写することは禁止されています。
（2） 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）  本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り･

記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4）  本商品の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電などの外部要因によって通信な

どの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社は
いっさいその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（5）  セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむをえない事情
によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損
害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめご了承ください。

（6）  せっかくの機能も不適切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障
してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読みになり、記載され
ている注意事項を必ずお守りください。

 ●本文中の参照先が「（☛＜基本編＞PX-X）」となっている場合は、「取扱説明書＜基本編＞」
（冊子）を参照してください。
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• Aterm、WARPSTAR は、日本電気株式会社の登録商標です。
• らくらく無線スタート、らくらくネットスタートは、NECアクセステクニカ株式会社の登録
商標です。

• Windows、Windows Vista® は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の
国における登録商標または商標です。

• Windows Vista はオペレーティングシステムです。
• Mac OS、AirMac は、米国および他の国々で登録された Apple Inc. の商標です。
• 「PlayStation」、「プレイステーション」および「PSP」は株式会社ソニー・コンピュータ
エンタテインメントの登録商標です。「PS Vita」は同社の商標です。また、「プレイステー
ション３」、「PSP®「プレイステーション・ポータブル」」および「PlayStation®Vita」は
同社の商品です。 
©Sony Computer Entertainment Inc.

• Wii・ニンテンドー DS・ディーエス /DSは、任天堂の登録商標または商標です。
• Xbox 360 は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商
標または商標です。

• Bluetooth は、Bluetooth SIG, Inc. の登録商標です。
• Oracle と Java は、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびそ
の他の国における登録商標です。

• QUALCOMM is a trademark of Qualcomm Incorporated, registered in the United 
States and other countries.  
ATHEROS is a trademark of Qualcomm Atheros, Inc, registered in the United 
States and other countries.  

• 「お名前 .com®」は、GMOインターネット株式会社の登録商標です。
• その他、各会社名、各製品名およびサービス名などは各社の商標または登録商標です。

© NEC AccessTechnica, Ltd. 2011-2013
NECアクセステクニカ株式会社の許可なく複製・改版、および複製物を配布することはでき
ません。



4

 目次

目次･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 4

本商品でできること･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 6

1 章 セキュリティ対策をする
1-1 セキュリティ機能について ････････････････････････････････････････ 1-2
1-2 悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する ･･････････ 1-8

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能の設定 ･･････････････ 1-9
ブロックレベルカスタム設定 ････････････････････････････････････ 1-14
例外サイトを登録する ･･････････････････････････････････････････ 1-15
ブロック画面の一時解除方法 ････････････････････････････････････ 1-16

2章 便利な機能
2-1 USBポートのご利用について ･････････････････････････････････････ 2-2

USBデバイスを取り付けるとき ･･･････････････････････････････････ 2-2
アクセス方法 ････････････････････････････････････････････････････ 2-3
アクセス権限を設定する ･･････････････････････････････････････････ 2-4
メディアサーバ機能を利用してコンテンツを視聴する ････････････････ 2-6
USBファイルHTTP公開機能（ブラウザファイル共有機能） ･････････ 2-8
USBカメラ機能 ･･･････････････････････････････････････････････ 2-11
USBデバイスを取り外すとき ･･･････････････････････････････････ 2-14

2-2 ECOモードにする ･････････････････････････････････････････････ 2-15
ECOモードでの制限内容（ECO設定パターン） ･･･････････････････ 2-15
ECOモードを起動する ･････････････････････････････････････････ 2-16
ECOモード起動中のランプ状態 ･････････････････････････････････ 2-16
オート ECOモード機能 ･････････････････････････････････････････ 2-18

2-3 その他の機能 ･･････････････････････････････････････････････････ 2-19
複数の接続先に接続する設定（PPPoEマルチセッション） ･･････････ 2-19
PPPoEブリッジ機能 ･･･････････････････････････････････････････ 2-20
IPv6ブリッジ機能 ･････････････････････････････････････････････ 2-21
DMZホスト機能 ･･･････････････････････････････････････････････ 2-21
VPNパススルー機能 ･･･････････････････････････････････････････ 2-22
IP パケットフィルタリング ･･････････････････････････････････････ 2-22
ポートマッピング ･･････････････････････････････････････････････ 2-22
UPnP機能 ････････････････････････････････････････････････････ 2-22
ダイナミックDNS機能 ･････････････････････････････････････････ 2-23
LAN側ジャンボフレーム透過機能 ･･･････････････････････････････ 2-24

3章 トラブルシューティング
3-1 トラブルシューティング ･･････････････････････････････････････････ 3-2



5

目　次

4章 付録
4-1 マニュアルで使用している用語について ････････････････････････････ 4-2
4-2 別売りオプション ････････････････････････････････････････････････ 4-4
4-3 索引 ････････････････････････････････････････････････････････････ 4-5



6

本商品で できること

本商品は、外付けADSLモデム／CATVケーブルモデム／ FTTH回線終端装置に接
続して、複数の機器で同時にインターネットを利用できるブロードバンドルータです。
また、本商品は、無線 LAN親機としても無線 LAN子機としてもご使用になることが
できます。（☛＜基本編＞P24）

ブロードバンド 
ADSL
CATV（FTTH）
接続業者 

有線で接続するとき 
（☛「つなぎかたガイド」）

無線LAN子機で無線LAN接続するとき
（☛「つなぎかたガイド」）

パソコン 

無線LAN親機

ブロードバンド 
モデム／回線終端装置 

LANポート×4
WANポート 

無線LAN内蔵パソコンなど

テレビ
無線LAN子機
WR9500N

無線LAN子機
WR9500N

ゲーム機を
接続するとき 

5GHz・拡張
モードで接続

2.4GHzで接続

WL450NU-AG
パソコン

無線LAN中継機モードで
使用するとき

5GHz・拡張モードで接続
（らくらく無線スタートで接続）

（☛＜基本編＞P3-3） 

（☛P10） 

無線 LAN子機から無線 LAN接続する場合の設定方法については、「つなぎかたガイド」
を参照してください。
本商品では、さらに「 機能詳細ガイド」（☛P2）で記載している機能をご利用になるこ
とができます。設定方法については、それぞれの参照先をご覧ください。
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本商品でできること

■ 動作モード設定
本商品は、無線LAN親機としても無線LAN子機としてもご利用になることができます。
（☛＜基本編＞P24）無線 LAN親機としてご使用になる場合は、ルータ機能を使用す
る動作モード（PPPoEルータモードまたはローカルルータモード）と、ルータ機能を
停止して使用する動作モード（無線LANアクセスポイントモード）があります。インター
ネットに接続するためには、この動作モードを設定する必要があります。
無線 LAN子機（イーサネットコンバータ）としてご使用になる場合は、無線 LAN子
機（CONVERTER）モードに設定します。（☛＜基本編＞P26）

■  無線 LAN通信
●  無線ＬＡＮ親機では、IEEE802.11n、IEEE802.11a、IEEE802.11b、
IEEE802.11gに対応した無線LAN子機と無線通信を行うことができます。

 ※  無線 LAN子機は、10台以下でのご使用をお勧めします。
 ※  無線で届く範囲は環境によって異なります。

● W52帯、W53帯、W56帯対応
  無線 LAN親機は 5GHz 帯（W52、W53、W56）に対応しており、5GHz 帯で
19チャネルがご利用になれます。
タイプ チャネル 周波数帯域
W52 36, 40, 44, 48ch 5.2GHz 帯

（5,150-5,250MHz）
W53 52, 56, 60, 64ch 5.3GHz 帯

（5,250-5,350MHz）
W56 100, 104, 108, 112, 116, 120, 124, 

128, 132, 136, 140ch
5.6GHz 帯
（5,470-5,725MHz）

  ただし、W52帯、W53帯、W56帯でご利用になるには、ご利用の無線 LAN子
機がW52帯、W53帯、W56帯に対応している必要があります。

  従来の J52帯を使用する無線 LAN子機とは通信できません。
  以下の相互接続一覧表を参照のうえ、ご注意ください。
  Atermシリーズ無線 LAN子機のバージョンアップ対応機種などの最新情報は、別

紙に示すお問い合わせ先のホームページなどでご確認ください。
無線 LAN子機 IEEE802.11a（J52）

対応無線LAN子機
無線LAN子機
WR9500N

（W52,W53,W56）無線 LAN親機
WR9500N
（W52,W53,W56） × ◎

IEEE802.11a（J52）対応無線 LAN
親機 △ ×

IEEE802.11a（W52,W53）対応無線
LAN親機 × ○

 ◎：  W52 帯（5,150-5,250MHz）、W53 帯（5,250-5,350MHz）、W56 帯
（5,470-5,725MHz）を使用して、最大19チャネルから選択が可能です。

 ○：  W52帯（5,150-5,250MHz）、W53帯（5,250-5,350MHz）を使用して、
最大8チャネルから選択が可能です。

 △： J52 帯（5,150-5,250MHz）を使用して、最大4チャネルから選択が可能
です。

 ×：利用不可。



8

■  無線 LAN通信
 ●  無 線 LAN 親 機 で は、IEEE802.11n（5GHz、2.4GHz） 通 信、
IEEE802.11a（5GHz）通信、IEEE802.11b または IEEE802.11g
（2.4GHz）通信を同時に利用できます。
  2台の無線LAN子機で、5GHz（IEEE802.11nまたは IEEE802.11a）と2.4GHz
（IEEE802.11n、IEEE802.11bまたは IEEE802.11g）のそれぞれの無線通信モー
ドを占有して無線通信をしたり、電波状態の良い無線通信モードで通信することがで
きます。 
また無線通信モードごとに電波出力、ネットワーク名（SSID）、暗号化キー、
ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）、MACアドレスフィルタリングの設定をす
ることができます。

 ※ 無線 LAN子機から5GHz モードに無線 LAN接続する際は、5GHz のネットワー
ク名（SSID）を選択してください。 
なお、「らくらく無線スタート」での無線 LAN設定は、工場出荷時の状態では、
2.4GHz モードに設定されています。 
「らくらく無線スタート」で5GHz モードの無線 LAN設定を行う場合は、クイッ
ク設定Webの「無線 LAN設定」－［無線 LAN基本設定］で［無線自動設定動
作モード］を「5GHz」に変更してから、接続設定してください。 
（ただし、無線 LAN子機WR9500N/WL300NE-AGの場合は、工場出荷時の
状態であれば、5GHz に優先的に接続できます。）

●  デュアルチャネル機能
  無線 LAN親機では、無線 LAN通信で利用する通信チャネルの幅を、20MHz幅か
ら40MHz 幅に拡大することにより、約2倍の通信速度（理論値最大450Mbps
（5GHz）、300Mbps（2.4GHz））を実現するデュアルチャネル通信機能を搭載し
ています。（初期値は「使用する（自動切替）」） 
 本商品でデュアルチャネル通信機能が利用可能な周波数帯は、2.4GHz 帯（計13
チャネル）および5GHz帯（計9チャネル）です。（ 機能詳細ガイド）

●   オートチャネルセレクト機能
  無線 LAN親機の起動時に、周囲にあるアクセスポイントを検出し、2.4GHz 帯お
よび5GHz帯のそれぞれで電波状態の良いチャネルを自動選択します。（初期値は「使
用する」）（ 機能詳細ガイド）

  5GHz 帯では、工場出荷時状態はW52のみサーチするように設定されていますが、
クイック設定Webで設定することにより、W53、W56もサーチ対象帯域に加え、
最大19チャネルから自動選択させることが可能です。

 ※ デュアルチャネル有効設定時は、2.4GHz 帯（計11チャネル）と5GHz 帯のW52
（計2チャネル）、W53（計2チャネル）、W56（計5チャネル）が指定可能です。

 ※ 無線ネットワーク内に5GHz 帯のW53、W56が利用できない無線 LAN端末が
1台でもある場合は、サーチ対象帯域にW53、W56を加えないようにご注意く
ださい。
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本商品でできること

■ 無線 LAN子機の増設
● 無線 LAN子機を増設する（ 機能詳細ガイド）
 無線 LAN子機として別売りの次の機器を増設できます。
 ※接続する無線 LAN子機によって通信速度が異なります。
  IEEE802.11n/a/g/b 通信 ：  WL450NU-AG/WL300NU-AG/WL300NE-AG/

WL300NC
  IEEE802.11n/g/b 通信 ：  WL300NU-GS/WL300NU-G/WL300NC-G/

WL130NC（※1）

  IEEE802.11a/g/b 通信 ：  WL54SU/WL54SU2/WL54SE/WL54SE2/
WL54SC/WL54SC2

  IEEE802.11g/b 通信 ：  WL54GU/WL54TU/WL54TE/WL54GC/WL54AG（※2）

  （※ 1）  IEEE802.11n 通信でWL130NCを増設した場合は、デュアルチャネル（HT40）の通信はでき
ません。HT20での通信になります。

  （※ 2）  WL54AGは、WL54AG-SD、WL54AG（S）を含みます。

● 無線 LAN内蔵パソコンで接続する
  無線 LAN親機が使用している通信規格と同じ通信規格の無線 LAN内蔵パソコンを
増設できます。（パソコンの機種により、機能制限があったり、接続できない場合が
あります。）

● ゲーム機を無線で接続する
  Wii、ニンテンドー3DS、「プレイステーション 3」、PlayStation®Vita および
Xbox 360などネットワークゲーム機を接続することができます。（☛＜基本編＞
P3-3）

■ 無線 LANを簡単に設定する
● らくらく無線スタート／らくらく無線スタートEX
らくらく無線スタート／らくらく無線ス
タート EXとは、無線 LAN親機にあるら
くらくスタートボタンの操作で、無線 LAN
の接続設定（SSID・暗号化キーなどの設定）
を簡単に行える機能です。（☛＜基本編＞
P3-9、「つなぎかたガイド」）

らくらくスタート
ボタン

● WPS（Wi-Fi Protected Setup）
  WPS に対応した無線 LAN の自動設定を行うことができます。（☛＜基本編＞
P3-10） 
設定方法には、らくらくスタートボタンによる設定の他、PIN方式による設定があ
ります。なお、設定するには、無線 LAN子機側もWPSに対応している必要があり
ます。

 ※  WPSとは、Wi-Fi Alliance が策定した無線 LANの接続・セキュリティの設定を
簡単に行うための規格です。
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 ■ 無線 LAN中継機モードで使用する
本商品は、無線 LAN親機と無線 LAN子機の間で電波を中継（リレー）する中継機と
しても使用できます。
無線 LAN親機と通信できる距離がさらに広がります。
詳細は、「 機能詳細ガイド」を参照してください。

本商品を無線 LAN 中継機モードでご使用になるには、本商品を無線 LAN 子機
（CONVERTER）モードに設定し（☛<基本編>P26）、らくらく無線スタート（☛<
基本編 >P3-41）で無線 LAN 親機に無線 LAN 接続してください。自動的に無線
LAN中継機モードに切り替わります。
 ※ 1  無線LAN子機WR9500Nの無線LAN設定が、「5GHz/2.4GHz優先接続切替」

は「5G」（初期値）、「無線クライアントモード」は「拡張モード」（初期値）に
設定されている必要があります。

 ※ 2  無線 LAN親機がこの機能に対応している必要があります。2013年 3月現在
では、WG1800HP/WG1400HP およびWR9500N（ファームウェア：
Ver1.0.14以上）のみです。

 ※ 3  無線 LAN親機に接続できる中継機は1台のみです。ただし、WR8165Nの
Wi-Fi 中継機モードの場合は、中継機WR9500Nと同時に親機に接続すること
ができます。（2013年 3月現在）

無線 LAN中継機モードをご利用の場合は、無線 LAN子機から無線 LAN親機へ無線
LAN接続する際、プライマリSSID（2.4GHz）に接続してください。（他のネットワー
クには接続できません。）

無線LAN親機

× プライマリSSID（5GHz）
○ プライマリSSID（2.4GHz）
× セカンダリSSID（5GHz）
× セカンダリSSID（2.4GHz）

インターネット

WR9500N
（無線LAN中継機モード）

無線LAN子機
（例：無線LAN内蔵パソコン）

5GHz・拡張モードで接続 2.4GHzで接続
（らくらく無線スタートで接続）

※4 無線LAN中継機モードを利用して無線LAN
接続する場合は、設定を変更できません。

※4※4

なお、無線 LAN子機（CONVERTER）モードに戻したい場合は、クイック設定Web
を起動し（☛＜基本編＞P3-46）、「基本設定」で［無線 LAN中継機モード］の「使
用する」のチェックを外して［設定］をクリックしてください。

■ セキュリティ対策をする
無線LAN親機には、ブロードバンド回線側からの不正なアクセスを防ぐ「WAN回線
側セキュリティ機能」と、無線ネットワーク内のデータのやりとりを他人に見られたり、
不正に利用されないための「無線 LANセキュリティ機能」があります。必要に応じて
セキュリティ対策を行うことができます。（☛P1-2、 機能詳細ガイド）
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本商品でできること

■ 悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能は、ネットスター株式会社の提供する
「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」に対応する機能です。ネットスター株式
会社とライセンス契約を行い、パソコンなどのインターネット接続端末にブロックレベ
ルを設定することで、悪質なサイトや有害なサイトの表示をブロックし、お客様やお客
様のご家族をこれらの危険なサイトから守ることができます。（☛P1-8）

 ■  マルチSSID
無線 LAN親機には2つのネットワーク「プライマリSSID」「セカンダリSSID」
があり、それぞれ2.4GHz モード・5GHzモードごとにネットワーク名（SSID）
があります。（ 機能詳細ガイド）

● プライマリSSID
 初期値：  「aterm-xxxxxx-g」（2.4GHz モードの場合） 

「aterm-xxxxxx-a」（5GHzモードの場合）
  → 無線 LAN親機側面ラベルの「ネットワーク名（SSID）」の上段に記載されています。
 暗号化方式としてTKIP/AESが利用可能。（初期値はAES）
 AESが設定されている場合、IEEE802.11n による高速通信が利用可能。

 ●セカンダリSSID
 初期値：  「aterm-xxxxxx-gw」（2.4GHz モードの場合） 

「aterm-xxxxxx-aw」（5GHzモードの場合）
  → 無線 LAN親機側面ラベルの「ネットワーク名（SSID）」の下段に、2.4GHz モー

ドの場合のみ記載されています。（5GHz モードの場合は、末尾を「aw」にしたも
のになります。）

 暗号化方式としてWEP/TKIP/AESが利用可能。（初期値は128bitWEP）
 AESが設定されている場合、IEEE802.11n による高速通信が利用可能。
 ※  IEEE802.11nで接続したい場合は、工場出荷時の状態では暗号化方式の初期値が128bitWEP

のため接続できませんので、プライマリSSIDに接続するか、セカンダリSSIDの暗号化方式を
AESに設定してください。

 ※ セカンダリSSIDは、工場出荷時の状態でネットワーク分離機能（☛P1-7）が設定されているため、
下記の制限があります。

  ・クイック設定Webに接続できない。
  ・無線 LAN親機に有線で接続された端末に接続できない。
  ・無線 LAN親機に他のネットワーク名（SSID）で無線接続された端末に接続できない。
 　 制限を解除したい場合は、クイック設定Webの「無線 LAN設定」－［無線 LAN詳細設定］

の［対象ネットワークを選択］でセカンダリSSIDを選択し、［無線 LANアクセスポイント（親
機）設定］の［ネットワーク分離機能］で［使用する］のチェックを外してください。（ 機
能詳細ガイド）

「プライマリSSID」と「セカンダリSSID」は同時に動作しているため、AESを利
用可能な無線 LAN子機と、ニンテンドーDSなどWEP のみが利用可能な無線
LAN子機が共存可能です。

なお、らくらく無線スタート利用時には、無線LAN子機の無線LAN規格に応じて、
どのSSID に接続するかは自動選択・設定されますので、通常、これらのSSID
の存在を意識していただく必要はありません。
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■ ネットワーク分離機能
マルチSSID（☛P11）のそれぞれのネットワーク（プライマリSSID ／セカンダリ
SSID）に接続した無線 LAN子機や、有線で接続されたパソコンへのアクセスを制限し、
無線 LAN親機に接続した他のネットワークから分離することができます。（☛P1-7）
なお、WAN側が分離されることはありません。

■  TVモードに対応
無線LAN親機に無線接続したパソコンやTVで、安定したストリーミング画像を
視聴することができます。（ 機能詳細ガイド）

ルータタイプ
ブロードバンド

モデム
無線LAN親機

5GHz・拡張モードで接続
パソコン

無線LAN子機
WR9500N テレビ

■  WoL（Wake on LAN）機能
外出先など離れている場所からインターネット経由で、無線LAN親機のLANポー
トに接続したパソコンの電源を起動することができます。（ 機能詳細ガイド）
※ご利用のパソコンがWoL機能（AMD Magic Packet Format）に対応している必要があります。
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本商品でできること

■ USBポートに接続したUSBデバイス内のファイルを共有する
無線LAN親機のUSBポートでは、接続したUSBデバイスに無線 LAN親機の
LAN側やWAN側からアクセスして、ファイルを共有することができます。また、
USBポートにUSBカメラを接続すれば、WAN側からWWWブラウザで画像を
表示することができます。（☛P2-2）
● メディアサーバ機能
  無線 LAN親機のUSBポートに接続したUSBメモリや外付けハードディスクに保
存されたコンテンツを、無線 LAN親機の LAN側に接続したDLNA対応機器で視
聴することができます。（☛P2-6、 機能詳細ガイド）

パソコン

無線LAN親機

USBメモリ

ETHERNETケーブル
（または無線LAN）

DLNA対応機器（TVなど）

ETHERNETケーブル
（または無線LAN）

● USBファイルHTTP公開機能（ブラウザファイル共有機能）
  無線 LAN親機に接続したUSBデバイスのファイルをパソコンなどのWWWブラ
ウザで開くことができます。（☛P2-8、 機能詳細ガイド）

● USBカメラ機能
  無線 LAN親機のUSBポートに接続したUSBカメラの画像をWWWブラウザで
表示することができます。（☛P2-11、 機能詳細ガイド）

 ■  ECOモード
● ECOモードに設定する（☛P2-15）
 無線 LAN親機の一部の機能を制限することで消費電力を抑えることができます。
● LANポート自動節電機能
 未使用の LANポートを自動判別して、消費電力を削減します。
● 省電力型イーサネット（EEE）機能
  IEEE802.3az Energy Efficient Ethernet 準拠の省エネ機能です。イーサネット
（LAN通信）のデータの送受信がないアイドル（待機）状態のときに、自動的に低
消費電力モードになります。

  設定は、クイック設定Webの「ECOモード設定」－［ECOモード設定］の［省
電力型イーサネット（EEE）機能］で行います。（初期値：「使用しない」）

 ※  本機能を使用する場合は、通信する対向機もこの機能に対応している必要があり
ます。
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■ ファイルやプリンタを他のパソコンと共有する
（ 機能詳細ガイド）

パソコン プリンタ
無線LAN親機

無線LAN子機

WL450NU-AG
ノートパソコン

※本商品の機能ではありません。Windowsの共有機能の設定になります。

■ 複数のアクセス先（ プロバイダ）を設定する
クイック設定Webで複数の接続先を登録できます。

Aプロバイダ

Bプロバイダ
無線LAN親機

パソコン

● PPPoEマルチセッション（☛P2-19）
  1 つの回線契約で複数（最大5セッション）の接続先へ同時に接続を行うことができます。
 （本機能は、プロバイダや接続事業者のサービス内容をご確認のうえ、ご使用ください。）

■ SOHOで使用するときに便利な機能
●  ホームページを公開するなど、外部にサーバを公開する（ 機能詳細ガイド）
  ポートマッピング（アドバンスドNATオプション）、DMZホスト機能を利用して
外部にサーバを公開できます。

無線LAN親機

パソコン

サーバパソコン

インターネット

●  会社のネットワークに自宅から接続するなどVPNに接続する 
（VPN（PPTP/IPsec）パススルー機能）（☛P2-22、 機能詳細ガイド）
 VPN（Virtual Private Network：仮想閉域網）にPPTP/IPsec で接続できます。
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本商品でできること

■ パソコンの ネットワークゲームやTV電話を利用する
次の機能を利用して、ネットワークゲームをすることができます。
 ・PPPoEブリッジ機能（☛P2-20）
 ・IPv6ブリッジ機能（☛P2-21）
 ・ポートマッピングの設定（☛P2-22）
また、UPnP機能を使用してTV電話などをご利用になれます。（☛P2-22）

ブリッジタイプ
ブロードバンド

モデム／回線終端装置

ブロードバンド
インターネット

無線LAN親機
パソコン

■ インターネットの通信を切断する
PPPoEルータモードの場合（☛＜基本編＞P24）は、クイック設定Webの「情報」
－［現在の状態］で切断できます。（自動で再接続を行います。）（ 機能詳細ガイド）
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1-1    セキュリティ機能について

無線 LAN親機には、ブロードバンド（ADSL／CATV／ FTTH網）からの不正なア
クセスを防ぐ「WAN回線側セキュリティ機能」と、無線ネットワーク内のデータのや
りとりを他人に見られたり、不正に利用されないための「無線 LANセキュリティ機能」
があります。必要に応じてセキュリティの設定を行ってください。
セキュリティ対策の詳細については、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してください。

ブロードバンド
インターネット

無線LANセキュリティ機能

ブロードバンドモデム/回線終端装置

・IPパケットフィルタリング
・アドバンスドNAT（IPマスカレード／NAPT）
・不正アクセス検出機能
・ダイナミックポートコントロール機能
・悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能

WAN回線側セキュリティ機能

無線LAN親機

無線LAN子機 ノートパソコン

（☛P1-8）

・暗号化（☛P1-4）
・ ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）
（☛P1-5）
・ MACアドレスフィルタリング機能
（☛P1-6）
・ネットワーク分離機能（☛P1-7）

1-2



1-1　セキュリティ機能について

●  インターネットに接続すると、ホームページを閲覧したり、電子メールで情報をやり
とりすることができ、とても便利です。しかし、同時に、お使いのパソコンはインター
ネットからの不正なアクセスの危険にさらされることになります。悪意のある第三者
から、パソコンやルータに不正にアクセスされることによって、大事なデータを盗ま
れたり、ブロードバンド回線を無断利用されたりすることも考えられます。 
特にインターネットに常時接続したり、サーバなどを公開したりする場合にはその危
険性を考慮して、必要なセキュリティ対策を行う必要があります。 
本商品の機能を利用してセキュリティ対策を行ってください。 
また、ウィルス対策ソフトウェアの導入など、パソコン側のセキュリティ対策も合わ
せて行うことをお勧めします。

●  無線 LAN製品では、無線 LAN内のセキュリティを行うことをお勧めします。無線
LAN内のセキュリティがない状態では、離れた場所から、お使いの無線 LANに入り
込まれる危険性があります。 
無線 LAN内に入り込まれると、パソコンのデータに不正にアクセスされたり、あな
たになりすましてブロードバンド回線を使用し、インターネット上で違法行為などを
されることがあります。（☛＜基本編＞P17） 
なお、本商品は工場出荷時の状態で無線 LANのセキュリティが設定済みです。必要
に応じてより強固なセキュリティに変更することができます。

  セキュリティ対策を行うことの重要性について

1-3
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  無線暗号化
無線LAN親機で使用している暗号化キー（任意の文字列）と同じキーを登録した無線
LAN子機のみ通信できるようになる機能です。これにより、送受信される無線データ
を暗号化して保護しますので、第三者からの傍受や盗聴から守ります。

＜暗号化方式について＞
 ●  WEP（Wired Equivalent Privacy）

 IEEE802.11で定められた暗号化方式。
 ●  TKIP（Temporal Key Integrity Protocol）

 Wi-Fi Alliance のセキュリティプロトコル（WPA/WPA2）に採用の暗号化方式。
  パケットごとに暗号化キー（WEP）を変更する機能やメッセージごとに改ざんを
防ぐ機能があるため、WEPよりさらに強固なガードを実現します。

 ●  AES（Advanced Encryption Standard）
 米国商務省標準技術局（NIST）が選定した次世代の暗号化方式。
 TKIP よりさらに強固な暗号化を行うことができます。

 ●暗号化の設定は必ず無線 LAN親機と無線 LAN子機で同じ設定にしてください。
 ●複数の無線 LAN子機を使用する場合、すべての無線 LAN子機に無線 LAN親機と同じ暗
号化キーを設定してください。
 ●1つのネットワークで使用できる暗号化方式は、1つです。混在はできません。また、
AES、TKIPの暗号化方式をご利用になるには、対応した無線LAN子機が必要です。
 ●無線 LAN親機を初期化した場合は、無線設定内容が工場出荷時の状態に戻ります。

 ●無線 LAN親機は、工場出荷時の状態で、プライマリSSID 側のネットワークにはAES、
セカンダリSSID側のネットワークにはWEP（128bit）の暗号化が設定されています。

  設定内容（初期値）は、本体側面の設定ラベルを参照してください。
  なお、ラベルの「ネットワーク名（SSID）」には、上段にプライマリSSID、下段にセカ
ンダリSSID の無線設定（2.4GHz・5GHz 別の SSID、暗号化モード、暗号化キー）が
表示されています。
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1-1　セキュリティ機能について

  ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）
無線LAN機器が、通信するお互いを識別する IDとしてネットワーク名（SSIDとも呼
びます。）があります。このネットワーク名（SSID）が一致しないと無線通信ができま
せん。 
一般にネットワーク名（SSID）は検索することができますが、他のパソコンからのア
クセスに対し、ネットワークの参照に応答しないようにすることができます。（ 機能
詳細ガイド）
※ 本商品独自の機能です。Aterm以外の無線 LAN子機では、接続できない場合があります。

 ●ESS-ID ステルス機能（SSIDの隠蔽）の設定は、ネットワーク名（SSID）ごとに設定で
きます。クイック設定Webの「無線 LAN設定」－［無線 LAN詳細設定］で設定してく
ださい。（ 機能詳細ガイド）
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  MACアドレスフィルタリング機能
MACアドレスが登録された無線 LAN子機とのみデータ通信できるようにする機能で
す。これにより、MACアドレスが登録されていない無線LAN子機からLANやインター
ネットへ接続されることを防止できます。（ 機能詳細ガイド）
※  MACアドレスフィルタリングで登録できるMACアドレスは5GHz モードと2.4GHz モード

で共通です。また、MACアドレスフィルタリング機能を使用するかどうかはネットワーク名
（SSID）ごとに設定できます。（ 機能詳細ガイド）

無線 LAN親機でMACアドレスによる接続制限（MACアドレスフィルタリング）を行
う場合、無線 LAN子機（WR9500N（※1）またはWL300NE-AG）の無線クライアン
トモードによって次のように設定してください。
（※1）  無線 LAN子機（CONVERTER）モードに設定したWR9500N。
（※2）  無線 LAN子機WR9500Nをご利用の場合、登録するMACアドレスは、ご利用の無線周波

数（2.4GHz/5GHz）によらず、無線 LAN子機WR9500N側面ラベルの「無線（2.4G）」
のものを無線 LAN親機に登録してください。

＜無線 LAN子機（WR9500NまたはWL300NE-AG）の無線クライアントモードが
標準モードまたは拡張モードの場合＞
無線 LAN子機の側面または底面に記載されている無線のMACアドレス（※2）を登録す
ることで無線接続する他の無線 LAN子機を制限できます。
＜無線 LAN子機（WR9500N またはWL300NE-AG）の無線クライアントモードが
MACクローンモードの場合＞
無線 LAN子機の側面または底面に記載されている無線のMACアドレス（※2）と、無線
LAN子機に接続しているパソコンなどの端末のMACアドレスをすべて登録してください。
→  無線 LAN子機では接続されている複数の端末のうち、最初にアクセスのあった端末のMACアド

レスを記憶し、他の端末からのアクセス時はMACアドレスを最初の端末のものに変換します。
このため、MACアドレスフィルタに未登録の端末が最初にアクセスすると、無線 LAN子機に接
続しているすべての端末が無線接続できなくなります。（無線 LAN子機の電源を入れたときに
MACアドレスを登録された端末が接続されていない場合も、無線接続できなくなります。） 
なお、すでに無線 LAN親機に接続している無線 LAN子機に、MACアドレスが未登録の端末を
接続すると通信できてしまいます。

    無線 LAN子機がWR9500N（※1）またはWL300NE-AGの場合

 ●無線LAN子機WR9500Nが無線LAN中継機モードの場合は（☛P10）、MACアドレスフィ
ルタリング機能はご使用になれません。
 ● 無線 LAN親機側の「MACアドレスフィルタリング機能」を使用している場合に、無線
LAN子機WR9500NまたはWL300NE-AGの無線クライアントモード（初期値：「拡張モー
ド」）を「MACクローンモード」にして利用するには、下記の手順で設定してください。

 ①無線 LAN親機に無線 LAN接続する
 →  設定方法は、無線 LAN子機WR9500Nは＜基本編＞P3-46、WL300NE-AGは

WL300NE-AGの取扱説明書を参照してください。
 ② 無線 LAN親機側のクイック設定Webの「MACアドレスフィルタリング」の設定で、

無線 LAN子機WR9500NまたはWL300NE-AGに接続するすべてのパソコンやゲー
ム機などのMACアドレスを登録する。

 ③ 無線 LAN親機側のクイック設定Webで「MACアドレスフィルタリング機能」を「使
用する」に設定する。

 ④ 無線 LAN子機WR9500NまたはWL300NE-AGのクイック設定Webの［詳細設定］
で「無線クライアントモード」を「MACクローンモード」に変更する。 
※  無線 LAN子機WR9500Nで「無線クライアントモード」がグレーアウトして設定できない場合

は、［基本設定］で「無線 LAN中継機モード」の「使用する」のチェックを外して［設定］をクリッ
クしたうえで、「MACクローンモード」に変更してください。1-6



1-1　セキュリティ機能について

  ネットワーク分離機能
マルチSSID（☛P11）のそれぞれのネットワーク（プライマリSSID ／セカンダリ
SSID）に接続した無線 LAN子機や、有線で接続されたパソコンへのアクセスを制限し、
無線 LAN親機に接続した他のネットワークから分離することができます。なお、WAN
側が分離されることはありません。 
設定は、クイック設定Webで行います。（ 機能詳細ガイド） 
（初期値：プライマリSSIDは「使用しない」、セカンダリSSIDは「使用する」）

＜セカンダリSSIDを「使用する」に設定した場合の例＞

INTERNET

クイック設定Web 有線 LAN プライマリSSID で
無線接続している無
線 LAN子機

セカンダリSSID で
無線接続

「使用する」に設定したネットワークに接続した無線 LAN 子機では、以下の制限があり
ます。
・ クイック設定Webに接続できない。
・ 無線 LAN親機に有線で接続された端末に接続できない。
・  無線 LAN 親機に他のネットワーク名（SSID）で無線接続された端末に接続できない。
※ インターネットや同一のネットワークに無線接続された端末との通信は可能です。

 ●制限を解除したい場合は、クイック設定Webの「無線 LAN設定」－［無線 LAN詳細設定］
の［対象ネットワークを選択］でネットワークを選択し、［無線 LANアクセスポイント（親
機）設定］の［ネットワーク分離機能］で［使用する］のチェックを外してください。（
機能詳細ガイド）
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1-2   悪質サイトブロック（ファミリース
マイル）機能を設定する1-2

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能は、ネットスター株式会社の提供する「悪
質サイトブロック　ファミリースマイル」に対応する機能です。ネットスター株式会社
とライセンス契約を行い、パソコンなどのインターネット接続端末にブロックレベルを
設定することで、悪質なサイトや有害なサイトの表示をブロックし、お客様やお客様の
ご家族をこれらの危険なサイトから守ることができます。
※  無線 LAN子機WR9500Nでは、悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能

をご利用になれません。
※  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」は、ネットスター株式会社の提供する

有償サービスです。本サービスをご利用になった結果に対して、当社は責任を負いか
ねます。

※  「悪質サイトブロック ファミリースマイル」は、以下のような場合は無効になります
のでご注意ください。

 ・ 無線 LAN親機が無線 LANアクセスポイントモードの場合
 ・  無線 LAN親機がローカルルータモードの場合で、IPv6ブリッジ機能、VPNパス

スルー機能が設定されている端末
 ・  無線 LAN親機がPPPoE ルータモードの場合で、PPPoE ブリッジ機能、IPv6

ブリッジ機能、VPNパススルー機能が設定されている端末
  上記以外にも無効になる場合があります。P1-12の「お知らせ」に記載の一覧表をご覧く

ださい。
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能をご利用になるには、無線 LAN親機
の設定とネットスター株式会社へのライセンスのお申し込みが必要です。 
なお、無線 LAN親機のお客様向けに60日間のお試し期間が設けられております。 
ご利用までの流れは以下のとおりです。

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を有効に設定する（☛P1-9）

ライセンスの申し込みをする（☛P1-10）

ライセンス情報を確認する（☛P1-10）

ブロックレベルを設定する
個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）（☛P1-11）
無線 LAN親機に接続する端末に、個別にブロックレベルを設定します。

こちらで共通に設定することもできます。

全体ルールを設定する（☛P1-13）
個別に設定していない端末に、共通のブロックレベルを設定できます。

以下の設定は、必要に応じて行ってください。

ブロックレベルカスタム設定（☛P1-14）
独自のブロックレベルを作成することができます。

例外サイトを登録する（☛P1-15）
本サービスでブロック対象となっていないサイトの表示を制限したり、意図せずブロックされたサイト
をブロック対象から外すことができます。1-8



1-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

 悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能の設定
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能をご利用になる場合は、次のように設
定とライセンスの申し込みを行ってください。

 ●本機能を設定すると、サイトにアクセスしてからページを表示するまでに時間がかかる場
合があります。

悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を有効に
設定する
ライセンス契約の有無によらず、本機能を「使用する」に設定していないと、本サービ
スは利用できません。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ファミリースマイル設定］を選択する

3 ［ファミリースマイル機能］の［使用
する］にチェックを入れる

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする

「ライセンスの申し込みをする」（☛P1-10）へお進みください。
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 ライセンスの申し込みをする
本サービスの利用にはライセンスの申し込みが必要です。以下の手順でライセンスの申
し込みを行ってください。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2  「悪質サイトブロック」－［ライセン
ス管理］を選択し、［お手続き画面へ］
をクリックする
ネットスター株式会社のライセンス申し込
みページ画面が表示されます。
画面にしたがって、設定を行ってください。

「ライセンス情報を確認する」（☛下記）へお進みください。

 ライセンス情報を確認する
ライセンス状態は、以下の手順によりいつでも確認することができます。ただし、ライ
センス登録後、その情報が反映されるまで 10分程度かかる場合があります。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

 2 「悪質サイトブロック」－［ライセンス管理］を選択し、［ライセンス
情報確認］をクリックしてライセンス情報を確認する
※  ライセンス情報が「正規ライセンス有効」と「試用ライセンス有効」の場合に悪
質サイトブロック（ファミリースマイル）の機能が有効になります。

※  48時間の周期で自動的にライセンス情報を取得し、「正規ライセンス無効」または
「試用ライセンス無効」の状態になると、悪質サイトブロック（ファミリースマイル）
の機能が使用不可能となります。ライセンスの期限が切れた場合は、ライセンスの
更新を行ってください。

「個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）」（☛P1-11）へお進みくだ
さい。
※  「全体ルールを設定する」（☛P1-13）にて、無線LAN親機に接続する端末に共通の設

定をすることもできます。
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1-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

  個別にブロックレベルを設定する（ブロック対象管理）
無線LAN親機に接続する端末それぞれに、個別にブロックレベルを設定します。
※  ここで個別に設定していない端末には、「全体ルールを設定する」（☛P1-13）で共通のブロック

レベルを設定することもできます。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ブロック対象管理］を選択し、［追加］を
クリックする
※ ブロック対象エントリ項目の削除方法 
［ブロック対象管理 エントリ一覧］画面で表示されているエントリの中から、削除
したいエントリの行末の［削除］をクリックすることで削除できます。

3 ブロック対象となる端末のブロック
レベルを設定する

プロファイル名 ： 任意の文字を入力します。 
※  入力可能な文字は、半角32文字以内（「？」を除く）、

全角16文字以内です。
ブロック対象指定方法 ： ブロック対象となる端末の指定方法をMACアドレス、IP

アドレスから選択します。（初期値：MACアドレス）
MACアドレス ： 「ブロック対象指定方法」が「MACアドレス」の場合、ブロッ

ク対象となる端末のMACアドレスを入力します。 
［XX:XX:XX:XX:XX:XX］形式で入力してください

IPアドレス ： 「ブロック対象指定方法」が「IPアドレス」の場合、ブロッ
ク対象となる端末の IPアドレスを入力します。

ブロックレベル ： 小学生（中学年）相当／小学生（高学年）相当／中学生相当
／高校生相当／インターネットあんしんコース／インター
ネットエキスパートコース／カスタム1～ 4／制限なしか
ら選択します。（初期値：小学生（中学年）相当） 
※  「カスタム1」～「カスタム4」は、「ブロックレベルカ

スタム設定」（☛P1-14）にて設定した独自のブロックレベル
です。

4 ［設定］をクリックする

5 ブロック対象となる端末が複数ある場合は、手順2～4を繰り返して
設定する

（次ページに続く）
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6 ［前のページに戻る］をクリックする
［ブロック対象管理 エントリ一覧］画面に、設定した内容が表示されていることを確
認します。

7 ［保存］をクリックする

 

 ●端末の IPアドレスが、DHCPによって別の端末に割り当てられてしまうことを防ぐため、
クイック設定Webの「詳細設定」－［DHCP固定割当設定］で、インターネット接続端
末に固有の IPアドレスを割り当てておくことをお勧めします。設定方法は、「 機能詳細
ガイド」（☛P2）をご覧ください。
 ●個別の端末にブロックレベルを設定する場合、無線 LAN親機との接続状態やブロック対象
指定方法によっては、設定できない場合があります。（※1） 
下記はその一覧です。（2013年 3月現在） 
最新情報は、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してください。

無線 LAN親機との接続状態 ブロック対象
指定方法 ご利用可否

イーサネット
コンバータ

本商品

有線接続
MACアドレス

○
IPアドレス

無線接続
MACアドレス

○
IPアドレス

無線 LAN子機
WR9500N な
どのイーサネッ
トコンバータで
接続

MACアドレス 【標準モード】
×（※2）

【拡張モード】
○

【MACクローンモード】
1台のみ○、
2台以上×

IPアドレス ○

（参考）

PPPoE
ルータ

ローカル
ルータ

本商品

PPPoEルータ
経由の場合

MACアドレス

×
IPアドレス

ローカルルー
タ経由の場合

MACアドレス

×（※2）
IPアドレス

（※1） 全体ルール設定（☛P1-13）は利用可能。 
（※2）  経由する装置（イーサネットコンバータまたはローカルルータ）のアドレスを設定

すれば、接続するすべての端末で利用可能。1-12



1-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

  全体ルールを設定する
「ブロック対象管理」（☛P1-11）で個別に設定していない端末に、共通のブロックレベルを
設定することができます。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ファミリースマイル設定］を選択する

3 ［全体ルール設定］で［ブロックレベ
ル］を選択する

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする
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  ブロックレベルカスタム設定
独自のブロックレベルを作成することができます。（最大4種類）

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［ブロックレベルカスタム設定］を選択する

3 ブロックレベル（カスタム 1～ 4）
ごとに、ブロックしたいカテゴリを
選択する
※   既存のブロックレベルの設定内容をコ
ピーすることができます。その場合は、
設定画面上方のリストボックスで、既存
のブロックレベルとコピー先を選択し、
［コピー］をクリックしてください。
※  ブロックレベル名は変更することができ
ます。その場合は、見出し行に入力します。
（最大半角16文字、全角8文字まで） 
ただし、他のブロックレベル名と同じ名
前は登録できません。

4 ［設定］をクリックする

5 ［保存］をクリックする
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1-2　悪質サイトブロック（ファミリースマイル）機能を設定する

  例外サイトを登録する
本サービスでブロック対象となっていないサイトの表示を制限したり、逆に、意図せず
ブロックされたサイトをブロック対象から外すために、そのサイトのURLを例外サイ
トとして登録することが可能です。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「悪質サイトブロック」－［例外サイト設定］を選択し、［追加］をクリッ
クする
※   設定した例外サイトの削除の方法
  ［例外サイト設定 エントリ一覧］画面で表示されているエントリの中から、削除し
たいエントリの行末の［削除］をクリックすることで削除できます。

3 種別を選択し、例外サイトを入力する
種別： ［許可］または［禁止］を選択します。
例外サイト： URLを入力してください。
  （例）http://121ware.com/aterm/

     　　　　ホスト名　　　　パス名
 ※ 入力可能な文字は下記のとおりです。
    （［http://］以降の「/」「#」「?」がホス

ト名とパス名の区切りになります。）
   ホスト名 ：  半角最大128文字まで

（「:」は除く。）
    パス名 ： 半角最大256文字まで
     （ホスト名との区切り文字「/」「#」「?」を含む。ただし「#」「?」

はパス名の末尾不可。）
 ※  URL の先頭や最後尾に「＊」を指定する、ワイルドカード指定が可能です。

ワイルドカードとは、ファイル名やディレクトリ名を指定するときに使う、「任
意の文字」を意味する特殊文字です。任意の長さ・文字を意味します。

4 ［設定］をクリックする

5 本機能の対象になるサイトが複数ある場合は、手順2～4を繰り返し
て設定する

6 ［保存］をクリックする
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 ブロック画面の一時解除方法
本サービスでブロック対象のサイトにアクセスすると、ブロック画面（アクセス制限画
面）が表示されます。

※画面は一例です

［アクセス制限一時解除］をクリックして、クイック設定Web用のユーザ名と管理者パ
スワード（☛＜基本編＞P2-5）を入力すると、一時的にブロックを解除して、ブロッ
ク対象のサイトにアクセスすることができます。
※ 一時解除される時間は30分です。
※  画像のみが規制されることがあります。その場合は画像に×印が表示されます。画像

の一時解除はできません。

ネットスター株式会社　お問い合わせ先

「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」についての詳細は、下記URLをご覧くださ
い。
http://netstar.jp/fs/
※ E-mail のみの受け付けとなりますので、ご了承ください。
 （土日祝祭日を除く10 ： 00 ～ 17 ： 00）

  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」設定前のお問い合わせについて
 ・これからこのサービスの利用をお考えのお客様のご相談
 ・本サービスの申し込み方法について
 ・本サービスの仕組みやフィルタリング機能について
 ・本サービスの提供元ネットスター株式会社について
 連絡先： sales_bb@netstar-inc.com

  「悪質サイトブロック　ファミリースマイル」設定後のお問い合わせについて
 連絡先： shop_bb@netstar-inc.com
※   本商品に関する機能や取り扱いなどでご不明な点は、＜基本編＞ P6-13 に記載の
Aterm（エーターム）インフォメーションセンターまでお問い合わせください。
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2-1   USBポートのご利用について

無線 LAN親機のUSBポートでは、接続したUSBデバイスのファイルを、無線 LAN
親機の LAN側に接続した複数のパソコン（5台まで）で共有したり、WAN側から
WWWブラウザを使用して表示・操作することができます。また、USBカメラを接続
して、WAN側からWWWブラウザで画像を表示することもできます。
※  無線 LAN子機WR9500Nでは、USBポートをご利用になれません。

 USBデバイスを取り付けるとき
USBデバイスを取り付ける場合は、下記のことにご注意ください。
・必ず装置本体を押さえて取り付けてください。
・コネクタ部分に手を触れないようにしてください。
・コネクタの向きに注意して、無理に押し込まないようにしてください。

 ●USBポートで使用できるUSBデバイスは、下記のみです。（2013年 3月現在）
•  マスストレージクラスのUSBデバイス 
→  フォーマット形式は「FAT32」または「FAT16」。 
（「FAT32」の場合、1つのファイルの最大容量は4GBまでです。）

•  UVC（USB Video Class）規格のバージョン1.0a または1.1 に対応したUSBカ
メラ

 ●規格外のUSBデバイスを接続した場合、装置破損の恐れがありますので、ご注意ください。なお、
動作確認済みのUSBデバイス情報は、AtermStation でご確認ください。（動作確認済みの
USBデバイス以外は、サポート対象外となります。また、USBハブはご利用できません
のでご注意ください。）
 ●USBポートは過電流監視機能を搭載していますので、無線 LAN親機から給電される電流
が過電流（500mA以上）となった場合、自動的に給電を遮断します。

  復旧させるには、過電流保護状態のUSBポートからUSBデバイスを取り外したあと、無
線 LAN親機に接続したパソコンからクイック設定Webで状態を復帰させます。操作方法
は、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してください。

●  ECOモードの設定パターンを「設定1」（初期値）または「設定2」に設定した場合は（☛P2-15）、
次のことにご注意ください。

 ・ ECOモード起動中は、USBポートは停止されます。
 ・  USBポートをご利用中にECOモードを起動しないようにしてください。（進行中のファ

イル操作が失敗します。）
    また、ECOモードの起動時刻を設定してある場合（☛P2-17）、起動時刻になると自動的に

USBポートは停止されます。
 ●USBポートに接続したUSBデバイス内のファイルへアクセス中に、USBデバイスやパ
ソコンを無線 LAN親機から外したり、無線 LAN親機の電源を切ったりすると、アクセス
中のデータが壊れる場合がありますので、ご注意ください。
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2-1　USBポートのご利用について

 アクセス方法
パソコンからUSBデバイス内のファイルへは、次の手順でアクセスします。
ここではWindows 7 の場合を主な例に説明します。
※  WWWブラウザでアクセスしたい場合は、「USBファイルHTTP公開機能（ブラウ

ザファイル共有機能）」（☛P2-8）を参照してください。

1 ［スタート］（Windowsのロゴボタン）－［すべてのプログラム］－［ア
クセサリ］－［ファイル名を指定して実行］をクリックする
※  Windows 8 の場合は、［スタート］画面上で右クリックして［すべてのアプリ］
をクリックし、［アプリ］画面にある［ファイル名を指定して実行］をクリックし
ます。

※  Windows XPの場合は、［スタート］－［ファイル名を指定して実行］をクリッ
クします。

2 ［名前］の欄に、「¥¥ATERM-」と無
線 LAN 親機のWAN側MACアド
レス下6桁（「：」除く）を入力し、［OK］
をクリックする
入力例： 
無線 LAN親機のWAN側MACアドレスが
「00：12：34：56：78：90」の場合
  ¥¥ATERM-567890
※  無線 LAN親機のWAN側MACアドレス
は、無線 LAN親機の側面ラベルに記載し
ています。

無線LAN親機

WAN側MACアドレスの下6桁
（「：」は除いてください。）

※  「ATERM-XXXXXX」（XXXXXXは無線
LAN親機のWAN側MACアドレス下6
桁）は、コンピュータ名になります。 
コンピュータ名は、クイック設定Webの
［詳細設定］－［USB ストレージ設定］
で変更可能です。

※ ユーザ名とパスワードによるアクセス制
限をかけている場合は（☛P2-4）、設定した
ユーザ名とパスワードを入力して［OK］
をクリックしてください。（☛P2-5の 参照）

（次ページに続く）
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3 USBデバイス名が表示されるので、
ダブルクリックする

4 USBデバイス内のファイルが表示される

 アクセス権限を設定する
無線LAN親機の LAN側に接続したパソコンからUSBデバイス内のファイルへアクセ
スする際、ユーザ名・パスワード入力によるアクセス制限をかけたり、読み取り専用に
設定するなどのアクセス権限を設定することができます。
設定はクイック設定Webで行います。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「詳細設定」－［USBストレージ設定］を選択する

3 ［ファイル共有機能設定（ネットワー
クコンピュータ用）］の［ユーザー認
証］で［使用する］にチェックを入
れる

 4 ［ユーザー名］でユーザ名を入力する
※20文字以内の任意の半角英数字を入力します。

ユーザ名メモ欄
（ユーザ名はこちらに控えておいてください。）

5 ［パスワード］でパスワードを入力する
※64文字以内の任意の半角英数字を入力します。

パスワードメモ欄
（パスワードはこちらに控えておいてください。）
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2-1　USBポートのご利用について

6 ［アクセス権限］で、権限を選択する
※ 読み取り専用に設定する場合は［READ ONLY（読み取り専用）］、読み取り・書
き込みどちらも行えるように設定する場合は［FULL ACCESS（読み書き可能）］
を選択します。

7 ［設定］をクリックする

8 ［保存］をクリックする

9 クイック設定Webを閉じる

 上記手順でアクセス権限を設定したあと、
USBデバイス内のファイルにアクセスし
た場合は、右の画面が表示されます。
「ユーザー名」・「パスワード」にP2-4の手順4、
5で設定した値を入力して、［OK］をクリッ
クします。
※ ユーザ名・パスワードを忘れてしまった
場合は、上記の手順で設定し直してくだ
さい。

（画面はWindows 7 の場合の例です。）
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  メディアサーバ機能を利用してコンテンツを視聴する
無線LAN親機のUSBポートに接続したUSBメモリや外付けハードディスクに保存
されたコンテンツを、無線 LAN親機の LAN側に接続したDLNA対応機器で視聴する
ことができます。

【利用例】

パソコン

無線LAN親機

USBメモリ

ETHERNETケーブル
（または無線LAN）

DLNA対応機器（TVなど）

ETHERNETケーブル
（または無線LAN）

設定方法

1 無線 LAN親機のUSBポートにUSBメモリや外付けハードディスク
を接続する

2 無線 LAN親機の LAN側に接続したパソコンから、無線 LAN親機の
USBポートにアクセスする（☛P2-3）

3 メディアサーバ用のフォルダ「contents」に、視聴したいコンテンツ
を保存する
メディアサーバ用のフォルダ「contents」は、USBメモリや外付けハードディス
ク内に自動生成されています。

4 無線 LAN親機の LAN側に接続したDLNA対応機器でコンテンツを
視聴する
コンテンツの視聴方法は、DLNA対応機器の取扱説明書などを参照してください。
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2-1　USBポートのご利用について

 ●メディアサーバ機能に対応したファイル形式の最新情報は、AtermStation をご確認くだ
さい。
 ●保存できるコンテンツの数は、1,000件までとなります。 
それ以上は保存できませんのでご注意ください。
 ●メディアサーバ機能使用中でも、ファームウェアの自動バージョンアップ機能により無線
LAN親機が再起動する場合があります。
 ●コンテンツ視聴中にUSBメモリや外付けハードディスク内のファイルサーバへファイル
などのアップロードを同時にした場合、視聴映像が乱れる場合があります。

 ●無線 LAN親機のメディアサーバ機能が「使用しない」に設定されていると、DLNA対応
機器でコンテンツを視聴することができません。（工場出荷状態は「使用する」に設定され
ています。）クイック設定Webの以下のメニューで、「メディアサーバ機能」を「使用する」
に設定してください。 
PPPoEルータモード／ローカルルータモードの場合： 
　「詳細設定」－「その他の設定」－［メディアサーバ設定］ 
無線 LANアクセスポイントモードの場合： 
　「基本設定」－「基本設定」－［メディアサーバ設定］
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  USBファイルHTTP公開機能（ブラウザファイル共有機能）
無線LAN親機に接続したUSBデバイス内のファイルをWWWブラウザで表示・操作
することができます。設定はクイック設定Webで行います。

設定方法

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「詳細設定」－［USBストレージ設定］を選択する

3 ［ファイル共有機能設定（ブラウザ
用）］の［ブラウザファイル共有機能］
で［使用する］にチェックを入れる

4  ［アカウント］でアカウント種別を選
択する
 ※ セキュリティを高めたい場合は、「専用ア
カウント」を選択し、「ユーザー名」「パ
スワード」を設定してください。 
（64文字以内で半角英数字、-（ハイフン）、
_（アンダースコア）が入力できます。）

5  ［アクセスポート番号］でポート番号を設定する
※初期値は「15789」です。

6 ［設定］をクリックする

7 ［保存］をクリックする

8 クイック設定Webを閉じる

2-8



2-1　USBポートのご利用について

アクセス方法
「ブラウザファイル共有機能」を設定後（☛P2-8）、無線 LAN親機に接続したUSBデバ
イス内のファイルをWWWブラウザで表示・操作する場合は、次の手順でアクセスし
ます。

＜WAN側からアクセスする場合＞

1 パソコンなどを起動する

2 WWWブラウザのアドレス欄に、無線 LAN親機のWAN側 IPアドレ
スとアクセスポート番号（初期値は「15789」）を「：」（コロン）で
区切って入力し、［Enter］キーを押す
例 ： http://XXX.XXX.XXX.XXX:15789

WAN側 IPアドレス アクセスポート番号
●  無線 LAN親機のWAN側 IP アドレスは、クイック設定Webの「情報」－「現
在の状態」で確認することができます。

●  無線 LAN親機を無線 LANアクセスポイントモードでご利用の場合は、無線 LAN
親機のWAN 側に接続したブロードバンドルータなど（UPnP機能：有効）の
WAN側 IP アドレスを使用します。その場合の IP アドレスは、クイック設定
Webの「情報」－「現在の状態」にある［インターネット経由のアクセス］の［USB
ストレージ画面］に記載のアドレスになります。

●  アクセスポート番号は、P2-8 の手順5で設定した番号です。（初期値：15789）
「15789」（初期値）から変更した場合は、設定したアクセスポート番号を入力し
てください。

3 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、［OK］をクリックする
●  「ユーザー名」と「パスワード」は、P2-8 の手順4で設定した内容によって異なりま
す。

 →  P2-8 の手順4で［アカウント］を初期値のまま［クイック設定Web用管理者
（admin）と共通アカウント］に設定した場合は、クイック設定Webを起動す
る際のユーザ名とパスワードを入力してください。（☛＜基本編＞ P2-5、
＜基本編＞P2-6）

 →  P2-8 の手順4で［アカウント］を［専用アカウント］にしてユーザ名とパスワー
ドを設定した場合は、設定したユーザ名とパスワードを入力してください。

4 「USBストレージ」画面が表示されるので、「ファイル／フォルダ一覧」
からファイルをクリックしてアクセスする
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＜ LAN側からアクセスする場合＞

1 パソコンなどを起動する

2 WWWブラウザのアドレス欄に、「aterm.me」とアクセスポート番号
（初期値は「15789」）を「：」（コロン）で区切って入力し、［Enter］
キーを押す
例 ： http://aterm.me:15789

アクセスポート番号
●  「aterm.me」を無線 LAN親機の IPアドレス（工場出荷時は192.168.0.1）に
してもアクセスできます。

●  無線 LAN親機を無線 LAN アクセスポイントモードでご利用の場合は、「aterm.
me」ではアクセスできません。

  無線 LAN親機の IPアドレス「X.Y.Z.211」を使用してください。（「X.Y.Z」は、
無線 LAN親機が接続しているネットワークのアドレス体系です。＜基本編＞
P4-19で確認してください。）

●  アクセスポート番号は、P2-8の手順5で設定した番号で、初期値は「15789」です。
  「15789」（初期値）から変更した場合は、設定したアクセスポート番号を入力し
てください。

3 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、［OK］をクリックする
●  「ユーザー名」と「パスワード」は、P2-8 の手順4で設定した内容によって異なりま
す。

 →  P2-8 の手順4で［アカウント］を初期値のまま［クイック設定Web用管理者
（admin）と共通アカウント］に設定した場合は、クイック設定Webを起動す
る際のユーザ名とパスワードを入力してください。（☛＜基本編＞ P2-5、
＜基本編＞P2-6）

 →  P2-8 の手順4で［アカウント］を［専用アカウント］にしてユーザ名とパスワー
ドを設定した場合は、設定したユーザ名とパスワードを入力してください。

4 「USBストレージ」画面が表示されるので、「ファイル／フォルダ一覧」
からファイルをクリックしてアクセスする

●  WWWブラウザで表示されたファイルの操作については、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を
参照してください。

●  固定のURLでアクセスすることもできます。 
ただし、下記のどちらかの設定が必要です。

 ・ サービスの加入とダイナミックDNS機能（☛P2-23、 機能詳細ガイド）の設定
 ・ ホーム IPロケーション機能（☛＜基本編＞P6、 機能詳細ガイド）の設定
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2-1　USBポートのご利用について

  USBカメラ機能
無線LAN親機のUSBポートに接続したUSBカメラの画像をWWWブラウザで表示
することができます。設定はクイック設定Webで行います。

●  動作確認済みのUSBカメラについては、AtermStation にてご確認ください。

設定方法

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「詳細設定」－［USBカメラ設定］を選択する

3 ［USB カメラ機能］の［使用する］
にチェックを入れる

4  ［アカウント］でアカウント種別を選
択する
 ※ セキュリティを高めたい場合は、「専用ア
カウント」を選択し、「ユーザー名」「パ
スワード」を設定してください。 
（64文字以内で半角英数字、-（ハイフン）、
_（アンダースコア）が入力できます。）

5  ［アクセスポート番号］でポート番号を設定する
※初期値は「15790」です。

6 ［設定］をクリックする

7 ［保存］をクリックする

（次ページに続く）
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8 クイック設定Webを閉じる

アクセス方法
「USBカメラ機能」を設定後（☛P2-11）、無線LAN親機に接続したUSBカメラの画像を
WWWブラウザで表示する場合は、次の手順でアクセスします。

＜WAN側からアクセスする場合＞

1 パソコンなどを起動する

2 WWWブラウザのアドレス欄に、無線 LAN親機のWAN側 IPアドレ
スとアクセスポート番号（初期値は「15790」）を「：」（コロン）で
区切って入力し、［Enter］キーを押す
例 ： http://XXX.XXX.XXX.XXX:15790

WAN側 IPアドレス アクセスポート番号
●  無線 LAN親機のWAN側 IP アドレスは、クイック設定Webの「情報」－「現
在の状態」で確認することができます。

●  無線 LAN親機を無線 LANアクセスポイントモードでご利用の場合は、無線 LAN
親機のWAN 側に接続したブロードバンドルータなど（UPnP機能：有効）の
WAN側 IP アドレスを使用します。その場合の IP アドレスは、クイック設定
Webの「情報」－「現在の状態」にある［インターネット経由のアクセス］の［USB
カメラ画面］に記載のアドレスになります。

●  アクセスポート番号は、P2-11の手順5で設定した番号です。（初期値：15790）
「15790」（初期値）から変更した場合は、設定したアクセスポート番号を入力し
てください。

3 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、［OK］をクリックする
●  「ユーザー名」と「パスワード」は、P2-11の手順4で設定した内容によって異なりま
す。

 →  P2-11の手順4で［アカウント］を初期値のまま［クイック設定Web用管理者
（admin）と共通アカウント］に設定した場合は、クイック設定Webを起動す
る際のユーザ名とパスワードを入力してください。（☛＜基本編＞ P2-5、
＜基本編＞P2-6）

 →  P2-11の手順4で［アカウント］を［専用アカウント］にしてユーザ名とパスワー
ドを設定した場合は、設定したユーザ名とパスワードを入力してください。

4 「USBカメラ」画面で、［表示開始］をクリックして表示する
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2-1　USBポートのご利用について

＜ LAN側からアクセスする場合＞

1 パソコンなどを起動する

2 WWWブラウザのアドレス欄に、「aterm.me」とアクセスポート番号
（初期値は「15790」）を「：」（コロン）で区切って入力し、［Enter］
キーを押す
例 ： http://aterm.me:15790

アクセスポート番号
●  「aterm.me」を無線 LAN親機の IPアドレス（工場出荷時は192.168.0.1）に
してもアクセスできます。

●  無線 LAN親機を無線 LANアクセスポイントモードでご利用の場合は、「aterm.
me」ではアクセスできません。

  無線 LAN親機の IPアドレス「X.Y.Z.211」を使用してください。（「X.Y.Z」は、
無線 LAN親機が接続しているネットワークのアドレス体系です。＜基本編＞
P4-19で確認してください。）

●  アクセスポート番号は、P2-11の手順5で設定した番号で、初期値は「15790」です。
  「15790」（初期値）から変更した場合は、設定したアクセスポート番号を入力し
てください。

3 「ユーザー名」と「パスワード」を入力し、［OK］をクリックする
●  「ユーザー名」と「パスワード」は、P2-11の手順4で設定した内容によって異なりま
す。

 →  P2-11の手順4で［アカウント］を初期値のまま［クイック設定Web用管理者
（admin）と共通アカウント］に設定した場合は、クイック設定Webを起動す
る際のユーザ名とパスワードを入力してください。（☛＜基本編＞ P2-5、
＜基本編＞P2-6）

 →  P2-11の手順4で［アカウント］を［専用アカウント］にしてユーザ名とパスワー
ドを設定した場合は、設定したユーザ名とパスワードを入力してください。

4 「USBカメラ」画面で、［表示開始］をクリックして表示する

●  WWWブラウザで表示された画像の設定内容については、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を
参照してください。

●  固定のURLでアクセスすることもできます。 
ただし、下記のどちらかの設定が必要です。

 ・ サービスの加入とダイナミックDNS機能（☛P2-23、 機能詳細ガイド）の設定
 ・ ホーム IPロケーション機能（☛＜基本編＞P6、 機能詳細ガイド）の設定
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 USBデバイスを取り外すとき
USBデバイスを取り外す場合は、必ず下記の手順でUSBデバイスの停止を行ってか
ら取り外してください。
USBデバイスの停止はクイック設定Webで行います。

1 クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）

2 「情報」－［USBデバイス情報］を選択する

3 ［最新状態に更新］をクリックする

4 停止したいUSBデバイスの［停止／
復帰］で、［停止］をクリックする

5 ［OK］をクリックする

6 ［OK］をクリックする

7 USBデバイスを取り外す
※必ず装置本体を押さえて取り外してください。
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2-22-2   ECOモードにする

ECOモードでは、一部の機能を制限することで消費電力を抑えることができます。 
ECOモードを起動するには、無線 LAN親機側面のECOボタンを使用します。
※ 無線 LAN子機WR9500Nでは、ECOモード機能はご利用になれません。

 ECOモードでの制限内容（ ECO設定パターン）
ECOモードには下記の設定パターンがあります。工場出荷時の状態では、「設定1」に
設定されています。変更する場合は、クイック設定Webの「ECOモード設定」－［ECO
モード設定］の［ECO設定パターン］で設定変更してください。
※ 変更の際、通信がいったん切断される場合があります。

なお、下記のいずれの場合も、ECOモード起動時はPOWERランプ以外の前面・背面
のランプが消灯します。

ECO設定パターン 説明 有線 LAN 無線 LAN USBポート

設定1
（初期値）

LAN ポートの通信速度が最大
100Mbpsで動作します。
（WANポートの通信速度は変わり
ません。）
無線 LAN通信、USBポートは利
用できません。

最大
100Mbps 停止 停止

設定2

LAN ポートの通信速度が最大
100Mbpsで動作します。
（WANポートの通信速度は変わり
ません。）
無線 LAN 通信は通信速度が最大
72.2Mbps となります。
USBポートは利用できません。

最大
100Mbps

最大
72.2Mbps
（※）

停止

設定3

LAN ポートの通信速度が最大
100Mbpsで動作します。
（WANポートの通信速度は変わり
ません。）
無線 LAN 通信は通信速度が最大
72.2Mbps となります。
USBポートがご利用になれます。

最大
100Mbps

最大
72.2Mbps
（※）

動作

（※） 無線機能が「使用する」に設定されている必要があります。
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 ECOモードを起動する
ECOモードを起動するには、無線 LAN親機側面のECOボタンを5秒以上押します。 

（停止する場合は、再度、ECOボタンを5秒以上押してください。通常モードに戻りま
す。）

 ECOボタン

誤ってらくらくスタートボタンを押さないようご注意ください。 
らくらくスタートボタンを押すと、らくらく無線スタートが起動してしまい、POWER
ランプが緑点滅したあと10秒間赤点灯します。その後POWERランプが緑点灯に戻り
ますので、ECOモードを正しく起動してください。

 

 ECOモード起動中のランプ状態
ECOモードでは、POWERランプがゆっくり緑点滅し、他のランプはすべて消灯します。
（背面のWANランプ、LANランプも消灯します。）

〈背面〉

消灯

〈前面〉

POWERランプが
ゆっくり緑点滅

消灯
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2-2　ECOモードにする

 ●ECOモードを起動すると、LANポートの通信速度が変わるため、リンクが一時的に切断
されます。通信中の場合はご注意ください。
 ●ECOボタンは、工場出荷時で有効（ECOモードを起動できる状態）になっています。
ECOボタンを無効にする場合は、クイック設定Webの「ECOモード設定」－「ECOモー
ド設定」で［ECO機能］を［使用しない］に設定してください。 
詳しくは「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してください。
 ● あらかじめ起動／停止時刻を設定すれば、自動的にECOモードを起動／停止することがで
きます。設定方法は下記のとおりです。詳細は、「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してく
ださい。

 ※  設定する場合は、クイック設定Webの「メンテナンス」－［時刻設定］にある［自動
時刻設定機能］を初期値のまま［自動設定］にして、インターネットに接続可能な環境
でご利用ください。

①  クイック設定Webを起動する（☛＜基本編＞P2-5）
②  「ECOモード設定」－［ECOモード設定］を選択

する
③  ［ECO機能］で［通常ECO］（初期値）を選択する
④  ［ECO設定パターン］を選択する（☛P2-15）
⑤  ［省電力型イーサネット（EEE）機能］（☛P13）を使

用する場合は［使用する］にチェックを入れる（初
期値：「使用しない」）

⑥ ［タイマ動作］の［使用する］にチェックを入れる
⑦  ECOモードの起動／停止時刻を設定する
  （画面は、午前2時から午前5時まで ECOモード

にする場合の例です）

⑧ ［設定］をクリックする
⑨ ［OK］をクリックする
⑩ ［OK］をクリックする
⑪ ［保存］をクリックする

 ● らくらく無線スタート設定時に誤ってECOボタンを押してしまうと、ECOモードが起動
し、無線LAN通信が利用できなくなってしまう場合がありますのでご注意ください。（ECO
モード起動中は、POWERランプのみゆっくり緑点滅し、他の前面・背面のランプは消灯
します。）その場合は、再度 ECOボタンを5秒以上押して、ECOモードを停止させてく
ださい。（無線 LAN親機の電源をいったん切って入れ直しても通常モードに戻すことがで
きます。）
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 オート ECOモード機能
無線LAN親機では、ある特定の機能について、その使用状況に応じて自動的にECOモー
ドを起動／解除することができます。
この機能を使用するには、クイック設定Webの「ECOモード設定」－「ECOモード設
定」にある［ECO機能］で、「オートECO」を選択し、［設定］－［保存］をクリック
してください。
なお、2013年3月現在では、無線LAN接続の使用状況に応じた「無線オートECOモー
ド」にのみ対応しています。

＜無線オートECOモード＞
無線LAN子機からの無線接続が一定時間（約240秒）以上ない場合、自動的に無線オー
トEC0モードが起動し、無線回路の一部が停止されます。
※  LANポートおよびWANポートの通信速度やUSBポートの動作、ランプ状態に変更はあ
りません。
この機能は、起動中、無線 LAN子機から無線接続された場合に、自動的に通常モード
に戻ります。
なお、この機能は、2.4GHz 帯、5GHz帯で独立して起動します。
このため、2.4GHz 帯、5GHz 帯どちらも起動中に2.4GHz 帯の無線 LAN子機が無
線接続された場合、2.4GHz 帯のみ通常モードに戻り、5GHz帯は無線オートECOモー
ドのまま動作します。

オートECOモード
の種類 説明 有線 LAN 無線 LAN USBポート

無線オートECO
モード
（※）

無線回路の一部が停止されます。
LANポートおよびWANポートの
通信速度、USBポートの動作、ラ
ンプの状態に変更はありません。

通常どおり 無線回路の
一部が停止 動作

（※） 2.4GHz 帯、5GHz 帯で独立して起動します。

 ●無線オート ECOモード起動中に無線 LAN子機から無線 LAN接続する場合、無線回路の
一部が停止しているため、無線 LAN接続しにくい場合があります。その場合は、いったん
無線 LAN親機に近い場所で無線 LAN接続してください。
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2-3 その他の機能

 複数の接続先に接続する設定（ PPPoEマルチセッション）
PPPoEマルチセッションとは、1つの回線契約で複数の接続先へ同時に接続を行う機
能です。
接続先の登録数は最大5箇所、同時接続可能セッション数は最大5箇所です。
※ ご利用の接続事業者やプロバイダとの契約内容で、マルチセッション接続が許可されてい
る必要があります。 
同時に接続できるセッション数は契約内容により異なりますので、ご利用の接続事業者や
プロバイダにご確認ください。

無線LAN親機

192.168.0.2

192.168.0.3

192.168.0.4

インターネット

接続先は、「優先する接続先（優先接続）」1箇所とその他の接続先として4箇所までを
設定できます。（例：一般的なフレッツ契約では1回線につき2セッションまで許容さ
れています。）
また、優先する接続先以外の接続先には、それぞれの「DNSルーティング設定」で、
LAN側からWAN側へのパケット振り分けルールを設定します。
LAN側からWAN側へのパケットのうち、「DNSルーティング設定」で設定した条件
と一致するパケットおよびその応答パケットは、条件の一致した「その他の接続先」の
アカウントを使って接続します。
「DNSルーティング設定」で設定した条件と一致しなかったパケットおよびその応答パ
ケットは、「優先接続」に指定されている接続先のアカウントを使って接続します。
設定方法については「 機能詳細ガイド」（☛P2）を参照してください。

－制限事項－
 ●PPPoEマルチセッションで無線 LAN親機のUPnP機能をご利用になる場合は、 UPnP
機能をご利用になる接続先を「優先接続」に指定してください。 
UPnP機能をご利用になる接続先が「優先接続」に指定されていない場合は、正常に通信
できなくなることがあります。

 ※無線 LAN親機の初期状態では、［接続先1］がUPnP機能の優先接続先になっています。
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  PPPoEブリッジ機能
パソコンやゲーム機などでPPPoE（PPP over Ethernet）プロトコルの利用が必要
な場合やグローバル IPアドレスが必要なアプリケーションを利用する場合は、PPPoE
ブリッジ機能を使用して、接続できます。
無線 LAN親機がPPPoE ルータモードのときに使用することができます。本機能を使
用した場合、LAN側に接続されているパソコンやゲーム機のうち使用できるのは最大
16台までです。PPPoEブリッジで接続できるパソコンやゲーム機の台数は接続事業者
によって異なりますので、ご利用の接続事業者にご確認ください。
※  PPPoEプロトコルの利用やグローバル IPアドレスの利用が必要ではなく、複数のセッ

ションで通信したい場合は、PPPoEマルチセッションでご利用いただけます。（☛P2-19）

ルータ
PPPoE

ブロードバンド
接続事業者

ブロードバンド
モデム／

回線終端装置

ノートパソコン

ゲーム機など
無線LAN親機

PPPoE
接続ソフトルータを介さずPPPoE

パケットを転送する

インター
　　ネット

 ■ PPPoEブリッジ機能でできること
（1）次のアプリケーションなどをご利用いただけます。
   〈利用確認アプリケーション〉
   ●  Windows 8 の場合 

リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス
   ●  Windows 7 の場合 

リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス、 
Windowsミーティング スペース（Windows Liveからの無償ダウンロード）

   ●  Windows Vista の場合 
リモート デスクトップ、Windows リモート アシスタンス、 
Windows ミーティング スペース

   ●  Windows XP の場合 
リモート デスクトップ、リモート アシスタンス

（2） PPPoE対応のゲーム機（「プレイステーション3」など）を接続できます。
（3）  PPPoEブリッジ機能を用いることにより、ご利用のパソコンは、無線 LAN親

機のルータ機能やNAT機能を介さずに、直接無線 LAN親機に接続しているブ
ロードバンドモデム／回線終端装置とPPPoEの処理を行うため、パソコンに
グローバル IPアドレスを取得することができます。

 ● アプリケーションの操作方法は、パソコンのサポート窓口でお問い合わせください。
 ● 「PPPoEブリッジ機能」では、外部からのアクセスが可能になり、セキュリティが低下し
ます。セキュリティ対策ソフトなどをお使いになることをお勧めします。
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2-3　その他の機能

  IPv6ブリッジ機能
IPv6（Internet Protocol Version 6）プロトコルの利用が必要なサービスをご契約
の場合は、IPv6ブリッジ機能を「使用する」に設定することでご利用いただくことが
できます。（☛ 機能詳細ガイド）
※  パソコン側の設定も必要となります。
※  PPPoE ルータモードの場合は、IPv6ブリッジ機能は初期値で「使用する」に設定

済みです。

ルータ

ブロードバンド
接続事業者

ブロードバンド
モデム／

回線終端装置

ノートパソコン

無線LAN親機

ルータを介さずIPv6
パケットを転送する

インター
　　ネット

パソコン
IPv6

対応ソフト

 ●ブロードバンドテレビサービスを無線でご利用になりたい場合は、「 機能詳細ガイド」
（☛P2）の「機能一覧」から「TVモード」を参照してください。

 ●パソコン側の設定方法は、お使いのプロバイダのサポート窓口でお問い合わせください。
 ●「IPv6ブリッジ機能」では、外部からのアクセスが可能になり、セキュリティが低下します。
セキュリティ対策ソフトなどをお使いになることをお勧めします。

 DMZホスト機能
外部からのアクセスをLAN上のあらかじめ指定したパソコンに自動的にすべて転送する機能です。
Web／FTPサーバの外部公開やLAN上へファイアウォールを設定することができます。
（☛ 機能詳細ガイド）
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  VPNパススルー機能
VPNクライアントのソフトウェアを使って会社のネットワークに自宅から接続するな
どVPN（Virtual Private Network：仮想閉域網）にPPTP/IPsec で接続できます。
無線 LAN親機とパソコン側の設定が必要です。設定方法の詳細については、「 機能詳
細ガイド」（☛P2）を参照してください。

 IP パケットフィルタリング
宛先／送信元 IPアドレスやポート番号、パケットの方向などを指定して、パケットの
通過を制限する機能です。
不必要なパケットの送受信を制限することができるので、セキュリティの高いネット
ワークが構築できます。
（☛ 機能詳細ガイド）

  ポートマッピング
あらかじめ固定的に使用するポート番号と転送先パソコンを指定することで、ネット
ワーク対応ゲームやストリーミングなどの外部から直接アクセスが必要なアプリケー
ションの通信が使用できます。
（☛ 機能詳細ガイド）

  UPnP機能
無線LAN親機とパソコンのUPnP（ユニバーサルプラグアンドプレイ）機能を利用して、
 TV電話などをご利用になることができます。
無線 LAN親機とパソコン側の設定が必要です。設定方法の詳細については、「 機能詳
細ガイド」（☛P2）を参照してください。
ただし、無線 LAN親機の設定は初期値で「使用する」になっていますので、パソコンで、
UPnPの設定をすることで、利用ができます。

 ●UPnP機能は、Windows Vista、Windows 8/7/XPのパソコンでのみご利用になれます。
 ●フレッツ・ADSLなどのPPPoEが使用できる環境では、PPPoEブリッジ機能を使用す
ることで、1台のパソコンのみで利用ができます。
 ●ルータタイプのADSLモデムにローカルルータモードで接続しているときは、UPnPの機
能はご利用になれません。ADSLモデムをPPPoEブリッジモードに切り替えて無線 LAN
親機の動作モードをPPPoEルータモードに設定するか、無線 LANアクセスポイントモー
ドに設定してお使いください。

2-22



2-3　その他の機能

  ダイナミックDNS機能
ダイナミックDNSとは、プロバイダから割り当てられたグローバル IPアドレスが変
更になった際に、新しいアドレスを各DNSサーバに通知するサービスです。固定 IP
アドレスの取得をしていなくても、固定のURLを指定することでWAN側からのアク
セスやサーバ公開が可能になります。（☛ 機能詳細ガイド）
※  2013年 3月現在で、下記のサービスに対応しています。
 ・  GMOインターネット株式会社が提供する「お名前 .com®」 

（別途提供先にてサービスのご契約と設定が必要です。）
 ・  BIGLOBEが提供する「ダイナミックDNSサービス」 

（別途提供先にてサービスのご契約が必要です。）

GMOインターネット株式会社　お問い合わせ先

「お名前 .com®ダイナミックDNSサービス」は、GMOインターネット株式会社が運営
する「お名前 .com®ドメイン登録サービス」のオプションです。詳細は、下記URLをご
覧ください。

 ＜お名前 .com®レンタルDNSレコード設定（ダイナミックDNS機能）＞
 http://www.onamae.com/option/dnsrecord/
 ※  製品には、すでにクライアント機能が実装されていますので、パソコンに「ダイナミック

クライアントソフト」をインストールする必要はございません。

「お名前 .com®ダイナミックDNSサービス」へのお問い合わせについて
 ・本サービスのご利用をお考えのお客様のご相談
 ・本サービスの申し込み方法について
 ・本サービスの技術的な内容について　など
 お電話 ：03-5456-2560
 受付時間 ：
  技術サポート窓口 ··········································年中無休　24時間
  事務手続きご案内／新規ご相談窓口 ···········平日　10:00～ 19:00
 ※ お電話以外のお問い合わせ（E-mail、チャット）は、下記URLをご覧ください。
   https://www.onamae.com/support/contact/

NECビッグローブ株式会社　お問い合わせ先

「BIGLOBE ダイナミックDNS Service」についての詳細は、下記URLをご覧ください。

 http://ddns.biglobe.ne.jp/

「BIGLOBE ダイナミックDNS Service」についてのお問い合わせは、ホームページか
らお問い合わせください。

 ＜ホームページからのお問い合わせ方法＞
  BIGLOBEホームページ（http://www.biglobe.ne.jp/）→「会員サポート」→「お
問い合わせ」にある「ホームページから問い合わせる」にて、問い合わせたい項目を
選択してください。
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 LAN側ジャンボフレーム透過機能
LANポートに接続される機器間での伝送速度が1000Mbps の場合、データの送受信
単位（フレーム）のサイズを大きくすることで、LANポート間の対向通信を効率よく
行うことができます。
設定方法の詳細については、「 機能詳細ガイド」を参照してください。
対向通信するすべての機器がジャンボフレームに対応している必要があります。
なお、無線接続やWANポート（インターネット）との転送ではご利用になれません。
通常は、初期値（「使用しない」）のままご使用ください。
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3-1   トラブルシューティング

トラブルが起きたときや疑問点があるときは、まずこちらをご覧ください。
※  本書の他に、「 機能詳細ガイド」（☛P2）の「お困りのときには」で、さまざまな症状と

対策方法を記載しております。本章と合わせてご覧ください。
該当項目がない場合や、対処をしてもトラブルが解決しない場合は、本商品を初期化し
（☛＜基本編＞P5-9）、はじめから設定し直してみてください。
※  初期化すると、本商品のすべての設定が工場出荷時の状態に戻りますので、ご注意ください。

なお、初期化する前にクイック設定Web の［メンテナンス］－［設定値の保存＆復元］
にて現在の設定内容を保存すれば、初期化後に同設定画面にて復元することができます。
（ 機能詳細ガイド）

症　状 原因と対策

時々通信が切れる  ●ブロードバンドモデム側のトラブルシューティングをご確認く
ださい。特にADSLモデムに接続する場合はノイズ環境により
左右されます。途中から通信速度が遅く

なった

通信が切断されることがある

使用可能状態において突
然「I P ア ド レ ス
192.168.0.XXX は、
ハードウェアのアドレス
が .... と競合していること
が検出されました。」とい
うアドレス競合に関する
エラーが表示された

 ●［OK］をクリックして次の手順で IPアドレスを取り直してくだ
さい。なお、このエラーが表示された場合、他のパソコンで同
様のエラーが表示されることがあります。その場合はエラー表
示されたすべてのパソコンで下記の手順を行って IPアドレスを
再取得してください。

 ＜ IP アドレスの再取得＞
＜Windows Vista およびWindows 8/7 の場合＞
①  ［スタート］（Windowsのロゴボタン）－［すべてのプログラム］
－［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管
理者として実行］をクリックする

 ※  Windows 8 の場合は、［スタート］画面上で右クリックして
［すべてのアプリ］をクリックし、［アプリ］画面にある［コ
マンドプロンプト］を右クリック後、［管理者として実行］を
クリックします。

②  ［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］
または［続行］をクリックする

③  「ipconfig /release」と入力して［Enter］キーを押し、IPア
ドレスを解放する

④  「ipconfig /renew」と入力して［Enter］キーを押し、IPアド
レスを取り直す

⑤  IPv4 アドレスが「192.168.0.XXX」（※）になることを確認
する（XXXは 1を除く任意の数字）

＜Windows XPの場合＞
①  ［スタート］－［すべてのプログラム］（または［プログラム］）
－［アクセサリ］－［コマンドプロンプト］をクリックする

②  「ipconfig /release」と入力して［Enter］キーを押し、IPア
ドレスを解放する

③  「ipconfig /renew」を入力して［Enter］キーを押し、IPアド
レスを取り直す

④  IP アドレス（IP Address）が「192.168.0.XXX」（※）にな
ることを確認する（XXXは 1を除く任意の数字）
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3-1　トラブルシューティング

症　状 原因と対策
使用可能状態において突
然「I P ア ド レ ス
192.168.0.XXX は、
ハードウェアのアドレス
が .... と競合していること
が検出されました。」とい
うアドレス競合に関する
エラーが表示された
（続き）

＜Mac OS X の場合＞
以下はMac OS X v10.6 の場合の例です。
①  アップルメニューの［システム環境設定］を開き、［ネットワー
ク］アイコンを選択する

②  ［Ethernet］を選択する 
（無線LAN親機に無線で接続している場合は［AirMac］を選択
する）

③  ［詳細］をクリックする
④  ［TCP/IP］タブをクリックする
⑤  ［DHCPリースを更新］をクリックする
⑥  IPv4 アドレスが「192.168.0.XXX」（※）になることを確認
する（XXXは 1を除く任意の数字）

⑦  ［OK］をクリックする
＜ iOSの場合＞
以下は iOS 4.2 の場合の例です。
①  「ホーム」画面の「設定」アイコンをタップする
②  設定メニューの「Wi-Fi」をタップする
③  「ワイヤレスネットワークを選択 ...」から、チェックが入ってい
る接続中のネットワーク名（SSID）の右側にある［＞］ボタン
をタップする

④  「DHCPリースを更新」をタップする
⑤  「DHCPリースを更新しますか？」をタップする
（※）  らくらくネットスタートで、ローカルルータモードを認識し

た場合、無線 LAN 親機が接続されているネットワークが
192.168.0.XXX の 場 合、LAN 側 の IP ア ド レ ス を
「192.168.1.XXX」に変更します。なおサブネットマスク
は補正されません。（255.255.255.0 固定） 
そ の 場 合 は、IPv4 ア ド レ ス ま た は IP ア ド レ ス（IP 
Address）が「192.168.1.XXX」になることを確認して
ください。

前回はできたのにインター
ネット接続ができない
（PPPoE ルータモード、
ローカルルータモード共
通）

 ●パソコンに IPアドレスが自動的に設定されるためには、パソコ
ンよりも無線 LAN親機の方が先に電源が立ち上がって装置内
部の処理が完了している必要があります。
下記のどちらかの方法で確認してください。
a.  パソコンの電源を切り、再度パソコンの電源を入れる
  起動後、＜基本編＞P2-4 の「IPアドレスの確認方法」を参
照してパソコンの IPアドレスを確認する

b. 前ページの「IPアドレスの再取得」を行う

前回はできたのにインター
ネット接続ができない
（PPPoE ルータモードの
場合）

 ●ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っていること
を確認してください。
 ●ADSLモデムの場合、ADSLリンクが確立していることを確認
してください。

前回はできたのにインター
ネット接続ができない
（ローカルルータモードの
場合）

 ●ブロードバンドモデム／回線終端装置の電源が入っていること
を確認してください。
 ●ブロードバンドモデム／回線終端装置と無線 LAN親機の電源
投入順序によっては無線 LAN親機のWAN側 IPアドレスが正
しく取得できないことがあります。クイック設定Webの「情報」
の［現在の状態］で［IP 解放］をクリックしてから［IP 取得］
をクリックして IPアドレスを更新してください。

無線 LAN親機が正常に動作
しないが、原因がわからな
い

 ●設定に誤りがある場合があります。 
どうしても動作しない場合は、初期化して工場出荷時の状態に
戻し、最初から設定し直してください。
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症　状 原因と対策
 接続する無線動作モード
のネットワーク名（SSID）
を忘れてしまった

 ●LAN ポートに有線で接続したパソコンから、クイック設定
Webの「情報」－［現在の状態］で確認してください。（ 機
能詳細ガイド）
 ●無線 LAN親機側面のRESET スイッチによる初期化（工場出
荷状態に戻す）をしてください。（☛＜基本編＞P5-10）
出荷時のネットワーク名（SSID）の設定は無線 LAN親機の側
面に記載されています。

無線LAN親機

工場出荷時のネットワーク名
（SSID）と暗号化キー

側面ラベルの「ネットワーク名（SSID）」
には、上段にプライマリ SSID、下段にセ
カンダリSSIDの無線設定内容（SSID、暗
号化モード、暗号化キー）が表示されてい
ます。

接続する無線動作モード
の暗号化設定の暗号化
キーを忘れてしまった

 ●LAN ポートに有線で接続したパソコンから、クイック設定
Webの「無線 LAN設定」－［無線 LAN詳細設定］で設定を
確認してください。（ 機能詳細ガイド）
 ●無線 LAN親機側面のRESET スイッチによる初期化（工場出
荷状態に戻す）をしてください。（☛＜基本編＞P5-10）
出荷時のネットワーク名（SSID）の設定は無線 LAN親機の側
面に記載されています。（☛上記）

 無線状態が良好なのに通
信できない

 ●＜IPアドレスの再取得＞（☛P3-2）を参照して、IPアドレスが取
得できるか確認してください。
 ● 固定 IPアドレスでお使いの場合は、無線 LAN親機と無線 LAN
子機に接続しているパソコンのネットワークのアドレス体系を
一致させてください。 
（例：無線 LAN親機が192.168.0.1 のとき、無線 LAN子機
は192.168.0.XXX）
 ●他の LANカードまたは、LANボードの機能を停止させてくだ
さい。

 無線状態が良好なのに速
度がでない

 ● 近くに隣接する無線チャネルを使っている人がいる、または
「チャネル状況」には表示されないデジタルコードレス電話機、
ワイヤレスマウス、ワイヤレスキーボード、Bluetooth などの
電波を放射する装置で電波干渉がある。
 →クイック設定Web を起動して「無線 LAN設定」－［無線
LAN詳細設定］の［無線 LANアクセスポイント（親機）設定］
の［オートチャネルセレクト機能］で［使用する］のチェッ
クを外し、「使用チャネル」の番号を変更します。設定値の目
安として、他の無線設備が使用しているチャネルから4チャ
ネル以上ずらすようにしてください。
 →無線 LAN中継機モードでご使用の場合は（☛P10）、チャネル
変更はできません。その場合、再起動することでオートチャ
ネル機能により状態が改善することがあります。

 ● 無線 LAN親機と無線 LAN子機が近すぎる
 →1m以上離してください。
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3-1　トラブルシューティング

症　状 原因と対策
AVサーバなどのストリー
ミングをしていると画像
が乱れたり音が飛ぶ

 ● 無線状態が悪い（無線 LAN親機との距離が離れすぎている）
 →電波状態が良好となるところに移動してください。

 ● 電波干渉がある
 →無線チャネルを確認して、別のチャネルに変更してください。
（☛P3-4）

 ●WL450NU-AGをご利用の場合、デバイスマネージャーの画
面でストリーミングモードを「ON」にしてください。（☛＜基
本編＞P1-10）
 ●AVサーバのレートを低品質に下げてご利用ください。

無線 LANプリンタで印刷
できない

 ●無線 LANプリンタを共有したい場合は、無線 LAN内蔵パソコ
ンと同一のネットワーク名（SSID）に接続してください。

USBポートが利用できない  ●ECOモード起動中は、ECO設定パターンによってはUSBポー
トが利用できなくなる場合があります。
USBポートをご利用になる場合は、ECOボタンを5秒以上押
して、ECOモードを停止し、他のECO設定パターンを選択し
てください。（☛P2-15）
 ●USB ポートは過電流監視機能を搭載していますので、無線
LAN親機から給電される電流が過電流（500mA以上）となっ
た場合、自動的に給電を遮断します。復旧させるには、過電流
保護状態のUSBポートからUSBデバイスを取り外したあと、
無線 LAN親機に接続したパソコンからクイック設定Webで状
態を復帰させます。操作方法は「 機能詳細ガイド」（☛P2）を
参照してください。
 ●無線 LAN子機（CONVERTER）モードで動作している
 →無線 LAN子機WR9500Nでは、USBポートをご利用にな
れません。

TVランプが点灯しない  ●無線 LAN親機が TVモードになっていない
 →無線 LAN親機は、下記いずれかの場合にTVモードとなり、
TVランプが点灯します。
・  クイック設定Webの「無線 LAN設定」－「無線 LAN詳
細設定」で、［TVモード］を「使用する」に設定した場合

・  クイック設定Webの「無線 LAN設定」－「無線 LAN詳
細設定」で、［TVモード］を「自動」に設定したうえで、
TVモードに対応した機器と無線接続した場合

・  無線 LAN 子機WR9500N またはWL300NE-AG と５
GHzかつ拡張モードで無線接続した場合

TVの画像が途切れる  ●TVを見るための十分なスループットが得られていない
 →無線 LAN親機と無線 LAN子機を近づけてみてください。

無線 LAN親機のバージョ
ンを確認したい

 ●次の方法で確認できます。
・  クイック設定Webの「情報」－［現在の状態］の［ファー

ムウェアバージョン］
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4-1 マニュアルで使用している用語に
ついて

本商品のマニュアルで使用している用語について解説します。
別名で呼ばれている場合もありますので、その例も記載しています。

※用語は、あいうえお順／アルファベット順で並んでいます。
マニュアルで
使用している用語 説明 別名例

暗号化キー 無線 LANセキュリティを高めるための暗号化を
行う鍵のこと。

セキュリティキー
パスフレーズ
ネットワークキー
パスワード
 WEPキー

回線終端装置 ADSLや FTTH、CATVなど広帯域で高速な通
信を提供する回線・サービスに接続するために、
コンピュータの信号と回線の信号を通信可能な
信号に変換する装置。

FTTH回線終端装置

ブロードバンド 
モデム

ADSLモデム
CATVケーブルモデム

無線 LAN 無線を使用した LANのこと。
規格として、「IEEE802.11n」、「IEEE802.11a」、
「IEEE802.11b」、「IEEE802.11g」などがある。

ワイヤレス LAN

 無線 LAN親機 無線 LANアクセスポイントのこと。
無線 LANアクセスポイントとは、無線 LAN端
末を接続するための電波を中継する機器を指す。
WR9500N は、ルータ機能を搭載した無線
LANアクセスポイント。

 無線 LANアクセスポイント
親機
WARPSTARベース

 無線 LAN子機 無線 LAN端末のこと。
パソコンに装着して無線 LAN接続機能を提供す
るアダプタや、無線 LAN接続機能を内蔵したパ
ソコンなどの端末を指す。
無線 LAN 子 機（CONVERTER） モ ー ド の
WR9500N、WL450NU-AGも該当する。

 無線 LAN端末
子機
WARPSTARサテライト

プロトコル 通信規約。システム（コンピュータやネットワー
ク）どうしが正しく通信できるようにするため
の約束ごと。

ルータ 複数のネットワークを相互に接続し、データの
転送先や経路を選択する装置。

CATV Cable Television の略。ケーブルテレビ。
従来のテレビのようにアンテナで電波を受信す
るのではなく、通信ケーブルに映像／音声をの
せるテレビ放送。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol の略。
コンピュータを TCP/IP ネットワークに接続す
る際に、IP アドレスなど必要な情報を自動的に
割り振る方法。
 DHCPクライアント機能はWAN側から IP ア
ドレスを自動的に取得する機能で、DHCPサー
バ機能は LAN側のパソコンに自動的に IP アド
レスを割り当てる機能。

DNS Domain Name Systemの略。
ドメイン名と IP アドレスを関連付けているシス
テム。これによりドメイン名で宛先指定しても
通信可能となる。
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4-1　マニュアルで使用している用語について

マニュアルで
使用している用語 説明 別名例

ESS-ID ステルス
機能
（  SSID の隠蔽）

無線 LAN機器が、通信するお互いを識別する
ID としてネットワーク名（SSID）がある。こ
のネットワーク名（SSID）が一致しないと無線
通信ができない。一般にネットワーク名（SSID）
は検索することができるが、他のパソコンから
のアクセスに対し、ネットワークの参照に応答
しないようにすることができる。

ANYプローブ応答禁止
SSIDの隠蔽

FTTH Fiber To The Homeの略で、光ファイバーを
利用して超高速の通信環境を提供するサービス。

IPアドレス インターネット接続などのTCP/IP を使ったネッ
トワーク上で、コンピュータなどを識別するため
の番号。32bit の値をもち、8bit ずつ 10 進法
で表した数値を、ピリオドで区切って表現する
（例：192.168.0.10）。

LAN Local Area Network の略。
本書では、本商品の宅内側（パソコンなどを接続
している側）を LAN側と呼ぶ。

PPPoE PPP over ETHERNETの略。ADSLなどの常
時接続型サービスで使用されるユーザ認証技術。
ETHERNET上でダイヤルアップ接続（PPP接
続）と同じように利用者のユーザ名やパスワー
ドのチェックを行う。

UPnP Universal Plug and Play（ユニバーサルプラ
グアンドプレイ）の略で、XML技術をベースに
開発された、ネットワーク機器どうしの相互自
動認識方式。
ユニバーサルプラグアンドプレイ（UPnP）とは、
デバイスのプラグアンドプレイ（PnP）機能を
ネットワークに拡張したもので、パソコンから
ルータなどのネットワーク・デバイスやサービ
スの検出と制御を可能にする。

WAN Wide Area Network の略。
本書では、本商品のインターネット側（インター
ネットに接続している回線側）をWAN側と呼ぶ。
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4-24-2  別売りオプション

オプションとして次の製品を別売しています。（製造終了となっている商品もあります。
ご了承ください。）
■ 無線 LANカード
 AtermWL300NC-G（PA-WL300NC/G）
 AtermWL300NC（PA-WL300NC）、AtermWL130NC（PA-WL130NC）
 AtermWL54GC（PA-WL54GC）
 AtermWL54SC2（PA-WL54SC2）、AtermWL54SC（PA-WL/54SC）
 AtermWL54AG（PA-WL/54AG）、AtermWL54AG-SD（PA-WL/54AG-SD1）
■ 無線USBスティック（USB2.0）
 AtermWL450NU-AG（PA-WL450NU/AG）
 AtermWL300NU-GS（PA-WL300NU/GS）
 AtermWL300NU-AG（PA-WL300NU/AG）
 AtermWL300NU-G（PA-WL300NU/G）
 AtermWL54GU（PA-WL54GU）
 AtermWL54SU2（PA-WL54SU2）
 AtermWL54SU（PA-WL/54SU）
 AtermWL54TU（PA-WL/54TU）
 パソコンのUSBポートに接続して使用します。
■ イーサネットコンバータ、無線 LAN ETHERNETボックス
 AtermWL300NE-AG（PA-WL300NE/AG）
 AtermWL54SE2（PA-WL54SE2）、AtermWL54SE（PA-WL/54SE）
 AtermWL54TE（PA-WL/54TE）
 パソコンと ETHERNETケーブルで接続して使用します。

■ ワイヤレス LAN外部アンテナ
 （WL54AG用）（PA-WL/ANT3）
 ※  WL300NC-G、WL300NC、WL130NC、WL54SC2、WL54SC、

WL54GCでは使用できません。
  電波状態が悪いときなど、WL54AG（無線 LANカード）に接続して使用します。
（WL54AG（S）、WL54AG-SDも含みます。）

  ただし、周囲の電波状況や壁の構造（鉄筋壁、防音壁、断熱壁）などにより、改善状
態は異なります。（改善できないこともあります。）

 ●オプション品は、お近くの販売店の他、オンラインショップ Shop@Aterm（http://
shop.aterm.jp/）でもご購入いただけます。
 ●WL300NU-GS/WL300NU-G/WL300NC-G/WL130NC は IEEE802.11n、
IEEE802.11b、IEEE802.11g通信を利用しているときのみ利用できます。
 ●WL54AG/WL54AG-SD/WL54TU/WL54TE は、 工 場 出荷時の状態において
IEEE802.11a 通信のW52帯に対応しておりません。W52帯対応への書き換えを実施
していない場合は、IEEE802.11b、IEEE802.11g通信のみの利用となります。 
 ※  W52帯対応への書き換えサービスは、2011年 5月31日をもちまして終了しました。
 ●IEEE802.11a（J52のみ）対応の無線 LAN端末（子機）では使用する周波数帯／チャ
ネルが異なるため、IEEE802.11a での通信はご利用になれません。IEEE802.11b、
IEEE802.11g通信でご利用ください。
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マークの付いた項目については、下記を参照してください。
・ ：「取扱説明書＜基本編＞」（冊子）
・ ：「つなぎかたガイド」
・ ：「機能詳細ガイド」

［数字］
1000BASE-T/100BASE-TX/

10BASE-Te 対応スイッチングHUB
（4ポート） ････････････････････････｠

［A～Z］
ACTIVE ランプ ･･ ｠ 27、 28、 30
ACTランプ ･･････････････････････ ｠ 33
ACアダプタ接続コネクタ ･････････ ｠ 32
AES ･･･････････････････････････････ 1-4
AIR1ランプ

 ･･････ ｠ 27、 28、 30、 31
AIR2ランプ ･････ ｠ 27、 29、 31
AtermStation ･････････････････ ｠ 6-13
CD-ROM ････････････････････････ ｠ 22
CONVERTERランプ

 ･･････ ｠ 27、 29、 30、 31
DHCPクライアント ･････････････････ 4-2
DHCP固定割当設定 ･･････････････････｠
DHCPサーバ機能 ･････････ ｠ 3-46、
DHCP除外設定 ･･････････････････････｠
DMZホスト機能 ･･････････････ 2-21、｠
DNSフォワーディング ･･･････････････｠
DNSルーティング ･･･････････････････｠
ECO設定パターン･･････････････････2-15
ECOボタン

 ････････2-16、｠ 27、 30、 31
ECOモード･･････････････ 13、2-15、｠
ESS-ID ステルス機能
（SSIDの隠蔽） ･････････ 1-5、4-3、｠

IEEE802.11a 無線 LAN ･････････････｠
IEEE802.11b 無線 LAN ･････････････｠
IEEE802.11g無線 LAN ･････････････｠
IEEE802.11n 無線 LAN ･････････････｠
IPv6 ブリッジ機能 ････････････ 2-21、｠
IP パケットフィルタリング ･････ 2-22、｠
JavaScript ･････････････････････ ｠ 40
LAN側ジャンボフレーム透過機能

 ･･･････････････････････････ 2-24、｠

LANポート ･･････････････････････ ｠ 32
LANランプ ･･････････････････････ ｠ 32
MACアドレス

～フィルタリング機能 ････････1-6、｠
PIN 方式 ･･････････････････････｠ 3-12
POWERランプ ･･ ｠ 27、 28、 30
PPPoEブリッジ ･･････････････ 2-20、｠
PPPoEマルチセッション ･･････ 2-19、｠
PPPoEルータモード ･････････････ ｠ 24
PPPキープアライブ ･････････････････｠
RESETスイッチ

 ･･ ｠ 32、 33、 5-10、 5-12
RT/AP/CNVモード切替スイッチ

 ････････････････････ ｠ 32、 2-13
SSID の隠蔽 ････････････････････････ 4-3
TKIP ･･･････････････････････････････ 1-4
TV電話 ･･･････････････････････････2-22
TVモード ･･････････････････････ 12、｠
TVランプ ･･･････ ｠ 27、 29、 31
UPnP機能 ･･･････････････････ 2-22、｠
USBカメラ機能 ･･･････････････････2-11
USBファイルHTTP公開機能
（ブラウザファイル共有機能） ･･･2-8、｠

USBポート ････････････2-2、｠ 32、
VPNパススルー機能 ･･････････ 2-22、｠
WAN側機能 ･････････････････････････｠
WANポート ･････････････････････ ｠ 32
WANランプ ･････････････ ｠ 32、 33
WEP ･･･････････････････････････1-4、｠
WEPキー ･･････････････････････････ 4-2
WL450NU-AG ･････････ ｠ 33、 6-5

～を接続する ････････････････ ｠ 1-8
WoL（Wake on LAN）機能 ･････ 12、｠
WPS機能 ････････････････ ｠ 3-10、
WR9500N ････････････････････ ｠ 6-2
WWWブラウザの設定 ････････････ ｠ 39
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［ア行］
悪質サイトブロック（ファミリースマイル）

機能 ･････････････････････････1-8、｠
アドバンスドNAT
（IP マスカレード /NAPT） ･･････････｠

暗号化･･････････････････････････1-4、｠
安全にお使いいただくために

必ずお読みください ････････････ ｠ 10
インターネット接続先の登録･････｠ 2-10
オート ECOモード機能 ････････ 2-18、｠
オートチャネルセレクト機能････････ 8、｠
置き場所を決める････････････････ ｠ 1-2

［カ行］
外部にサーバを公開する･･･････････････｠
各部の名称とはたらき･････････････ ｠ 27
管理者パスワードの変更･･･････････････｠
機能一覧･････････････････････････ ｠ 21
「機能詳細ガイド」目次････････････ ｠ 21
強制アクセスポイント（AP）モード ･･･｠
クイック設定Web･･･････････ ｠ 2-3、

～で初期化する ････ ｠ 5-9、 5-11
～の起動のしかた ･･ ｠ 2-5、 3-46
～の使いかた ････････････････ ｠ 2-3

ゲーム機を接続する･･････････････ ｠ 3-3
個別にブロックレベルを設定する
（ブロック対象管理） ･･････････････1-11

［サ行］
サスペンド機能･･････････････････ ｠ 1-8
時刻設定･････････････････････････････｠
情報表示（装置情報、状態表示）････････｠
初期化･･････････････････････････ ｠ 5-9
静的ルーティング･････････････････････｠
製品仕様････････････････････････ ｠ 6-2
セキュリティ対策････････････････････ 1-2
接続する

無線 LANで iPad/iPhone/iPod touch
から～ ･･･････････････････ ｠ 3-5

無線 LAN内蔵のゲーム機から～
 ･････････････････････････ ｠ 3-3

設置する････････････････････････ ｠ 1-2
壁掛けの場合 ････････････････ ｠ 1-6
縦置きの場合 ････････････････ ｠ 1-4
横置きの場合 ････････････････ ｠ 1-5

設置に関するトラブル････････････ ｠ 4-2
設定

WPS機能を使用して～ ･････｠ 3-10
無線 LANアクセスポイントモードに～

 ････････････････････････｠ 2-13
設定値の初期化･･････････････････ ｠ 5-9
全体ルールを設定する･･･････････････1-13
ソフトウェアのご使用条件･･････････ ｠ 8

［タ行］
ダイナミックDNS機能 ････････ 2-23、｠
ダイナミックポートコントロール機能･･･｠
通信確認（疎通確認テスト）････････････｠
通信情報ログ（アクセスログ機能）･･････｠
停止

LANカードまたは LANボード機能を～
 ･･････････････｠ 1-11、 1-12

ルータ機能を～ ･････････････｠ 2-13
できること････････････････････････････ 6
デュアルチャネル機能･･････････････ 8、｠
ドライバをインストールする

 ･･･････････････････････ ｠ 1-13、
トラブルシューティング･･････3-2、｠ 4-2

［ナ行］
ネットマスク･････････｠ 2-11、 2-12
ネットワークゲーム･･･････････････････15
ネットワーク対応アプリケーション･････｠
ネットワーク分離機能････････････1-7、｠
ネットワーク名（SSID） ･････ ｠ 3-2、
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4-3　索引

［ハ行］
バージョンアップ････････････････ ｠ 5-2
はじめに（マニュアル構成）･････････････ 2
パソコンインタフェース･･･････････････｠
パソコンのネットワークの確認･････ ｠ 36
ファームウェア更新

 ････････････････ ｠ 5-2、 5-6、
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はじめに
この度はAterm WARPSTAR（エーターム ワープスター）シリーズをお買い上げい
ただきまことにありがとうございます。
AtermWR9500N（以下、無線LAN親機と呼びます）は、IEEE802.11n、IEEE802.11a、
IEEE802.11b、IEEE802.11gの無線 LAN規格に準拠したワイヤレスブロードバン
ドルータです。また、無線 LAN子機としてご使用いただくこともできます。
本商品のマニュアルでは、本商品の設置・接続のしかたからさまざまな機能における操
作・設定方法、困ったときの対処方法まで、本商品を使いこなすために必要な事項を説
明しています。

■ マニュアル構成
本商品のマニュアルは下記のように構成されています。ご利用の目的に合わせてお読み
ください。

（HTMLファイル）
取扱説明書には記載されていない本商品のより詳細な機能について解
説しています。
「　機能詳細ガイド」はWebサイトに掲載されています。下記URL
からご覧ください。
AtermStation（http://121ware.com/aterm/）より、［サポートデ
スク］－［機能詳細ガイド］を選択してください。

本商品の機能についての説明書です。

つなぎかたガイド（小冊子）
基本的な接続パターンを例にインターネットが使えるようになる
までの接続と設定の手順をわかりやすく紹介しています。

取扱説明書＜基本編＞（冊子）
本商品の設置・接続までに必要な基本事項についての説明書です。

取扱説明書＜機能編＞（本書）

 機能詳細ガイド

● ご注意
（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載･無断複写することは禁止されています。
（2） 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3）  本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り･

記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4）  本商品の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電などの外部要因によって通信な

どの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失につきましては、当社は
いっさいその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

（5）  セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむをえない事情
によりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生じた損
害に対する責任はいっさい負いかねますのであらかじめご了承ください。

（6）  せっかくの機能も不適切な扱いや不測の事態（例えば落雷や漏電など）により故障
してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読みになり、記載され
ている注意事項を必ずお守りください。

 ●本文中の参照先が「（☛＜基本編＞PX-X）」となっている場合は、「取扱説明書＜基本編＞」
（冊子）を参照してください。
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